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２号墳石室全景



序

美しい風土と環境に恵まれた松山市は，古くから文化が開かれた土地として

夙に著名であります。

これまで道後平野では，石器時代から純文，弥生，古墳，奈良，平安……と

各期にわたる各種の遺構，遺物が発見されております。

これらの埋蔵文化財は，我々の遠い祖先が残してくれた貴重な文化遺産であ

り，先人達が培ってきた知恵，努力，英知の結晶であり，これを土台として現

在の文化の隆盛があるといっても決して過言ではありません。

この埋蔵文化財･は，地中に眠っている限りにおいては，破壊もされず保存さ

れていることになり理想とされるので､ありますが，人類の発展のためにはこの

狭い国土を有効に利用するための開発が必要となり，遺跡全部を土中に留める

ということは不可能といってよい状態になってきております。

最近におきましては，宅地造成をきっかけとして事前発掘調査が行われ，そ

の結果，白鳳時代の法隆寺式伽藍配置をもった古代寺院杜「来住廃寺跡」が発

見され，国の史跡として，永久保存されることとなった事例もあります。

今回のこの調査におきましても，宅地造成がきっかけで，色々と論議もあり

ましたが，関係各位の御理解をいただき調査を実施いたしました結果，詳細は

本文で報告のとおり，性格としては古墳時代終末期を中心としたものであり，

古代松山平野の歴史解明の大きな手がかりが得られたものと確信いたしており

ます。またグ出土物につきましては，復原可能なものは忠実に復原を行うこと

とし，併せて科学的処理などを行い，保存，活用をはかっております。

このように記録保存を行うことによって，皆様方に当市の埋蔵文化財に対す

る御認識と理解を深めていただき，今後の調査，研究の一助に御利用いただけ

れば幸いに存じます。

最後になりましたが，このような貴重な成果が得られましたのも，鶴居産業

株式会社の埋蔵文化財に対する深い御理解と御協力，また，調査について直接

御指導賜った京都市埋蔵文化財肩研究所，田辺昭三調査部長，それに直接，間接

的に御協力いただいた関係各位に対しまして，ここに厚く御礼申しあげる次第

でございます。

昭和56年４月３０日

松山市教育委員会

教育長西原多喜男



例 匡Ｉ

１．本書は，松山市教育委員会が1978年から1979年にかけて実施した東山鳶が森古墳群の発

掘調査報告書で､ある。

２．発掘調査は，鶴居産業株式会社より松山市教育委員会が委託されて実施した。

３．調査費用は，原因者である鶴居産業株式会社が負担した。

４．調査年月日昭和53年９月18日～同12月19日（第一次）

昭和54年７月23日～同８月30日（第二次）

発掘調査地松山市東石井町乙70番地（東経132.46'５８"，北緯33.48'４８"）

５．調査組織

松山市教育委員会

教育長西原多喜男調査指導田辺昭三(京都市埋文研究所調査部長）

〃関谷勝良(前任）調査担当西尾幸則(文化第二係主任）

教育次長森田富士弥調査員池田学(文化第二係指導員）

〃 小林義春〃松村淳（〃）

〃 玉井進(前任）〃栗田茂敏(文化第二係調査員）

文化教育課長藤原渉〃滝本正志(国立奈良大学）

文化教育補佐坪内晃幸〃越智武志(子規記念博物館学芸員）

岸郁男(前任）〃田所真(国学院大生）

文化第二係長大西輝昭

西伸二(前任）

６．本書の作成にあたっての業務

遺物整理，実測，製図西尾幸則，池田学，松村淳，栗田茂敏，森敦子

編集，レイアウト，写真田辺昭三，西尾幸則，池田学

執筆田辺昭三，西尾幸則，池田学，松村淳

７．調査関係協力機関

徳島大学医学部山田正興（教授）藤盛健（助教授）宮井正明

〃 〃 松原博山下ｲ申典

愛媛大学医学部四宮孝昭（教授）

愛媛大学放射線部川上寿昭（技師長）技師会会長樋口忠志

愛媛県立中央病院放射線部渡部昇｜床口博志戸梶医院戸梶幸雄

松山市文化財専門委員会

８．発掘調査にあたって，石室移築他終始協力いただいた鶴居産業株式会社大野陽一氏及び

調査物品調達等現場保全を務めていただいた渡部頴蔵氏に感謝いたします。

９．調査の協力，助言に感謝します。

長井数秋，森光晴，大山正風，草地牲自

１０．その他，本遺跡についての見学会３回，文化講座２回（300名）を実施した。
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図版１ 東山丘陵遠景

東山周辺（空中写真）
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調査地全景（西から）

２号墳石室状況(1)～(4)
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２号墳閉塞面，同墳奥壁面

２号墳石室解体（西から）

２号墳側壁，床面施設

４号墳調査前

４号墳全景

４号墳ＡｏＢ石室（北から）

４号墳Ａ石室。Ｂ石室

４号墳遣物出土状況(1)～(3)

６号墳全景（北から）

６号墳（南から）

６号墳石室全景（北から）

６号墳床面(1)～(3)

６号墳遣物出土状況(1)～(3)

８号墳全景

８号墳Ａ石室，同Ｂ石室

８号墳Ｃ石室

８号墳遣物出土状況(1)～(2)

１号墳全景

１号墳Ａ石室

ｌ号墳Ｂ石室

ＳＫＯ３（木棺葬）

ＳＫＯ１とＳＫＯ２全景

ＳＫＯ２（壷棺葬）

３号墳全景。遺物出土状況

図版２

図版

図版

図版

３
４
５

図版６

図版７

図版目次

図版９

図版１０

図版

図版

図版

図版

1１

１２

１３

１４

図版１５

図版１６

図版１７

図版１８

図版１９



図版２０

版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

４号墳出土（鉄鍍・鉄斧・馬具外）

４号墳出土（鉄鑑・錐・直刀）

８号墳出土（錨・鉄錐・刀子・鉄；

各石室出土（鉄鍍・鋤先外）

須恵器実測図

須恵器実測図

須恵器実測図

須恵器実測図

須恵器実測図

須恵器実測図

(錨・鉄錐・刀子・鉄斧・直刀・鎌）

(鉄鍍・鋤先外）

床面施設

６号墳周溝内遺物出土状況

５．７号墳全景

２号墳出土須恵器

２号墳出土須恵器と土師器

４号墳出土須恵器

４号墳出土須恵器

４号墳出土須恵器

６号墳出土須恵器

６号墳出土須恵器

６号墳周溝出土須恵器

６号墳周溝出土須恵器

６号墳周溝出土須恵器

６号墳周溝出土須恵器

８号墳Ａ・Ｂ石室出土須恵器

１号墳と８号墳出土須恵器

４号墳出土須恵器

弥生土器

弥生土器

２号墳出土玉類

各石室出土耳環類

各石室出土装身具類

２号墳出土鉄器類

２号墳出土鉄鑑類



須恵器実測図

須恵器実測図

須恵器実測図

須恵器実測図

弥生土器実測図

装身具・銅・鉄製品類

馬具（辻金具・轡）

鉄鈷燐１

装身具・鉄器類

鉄鍍類他

馬具・鉄器類

装身具・鉄鍍・刀子

鏡・装身具・鉄器類

装身具・鉄器類

鉄器類

装身具・鉄器・石器類

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６

挿図目次

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
皿
咽
ｕ

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

遺跡の分布図……………………………･……………･……･………………２

東山連山（東丘陵部を望む）……………･…………･…………………･…３

天山１号墳・･…………………………･…･………………………………･･…３

国指定史跡来住廃寺跡･……･…･…･………………………………･…･……４

神事･………………･…･……………｡．…………………………･…………６

測量（トラバースポイントの設定）……．．……･…･…………･…………・６

調査状況……………………………………………･………………･…･……７

２号墳円筒埴輪片出土…･…………･……………･･･……………………･…７

２号石室の検出………．．…………………．．………………．.………………８

２号石室の検出･……･･……･…･……･…･…･…･……･･･…．．…………･……８

調査状況……………………………･…………………………･………･……９

調査状況･……･……･…………………･…･…………･………………………９

６号墳床面施設･………………．｡………･…･………………･………………１０

石室の測量…………･…………………･……･………………………………1０

版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図



叉

第15図－１一般見学会………．．………………………………………･……………１１

第15図－２中高校生文化講座………………･………………………………･…･…１１

第16図調査地周辺地形図…･…………………………･………………･……………１２

第17図１号墳Ａ石室…．．……………………………………………･………………１３

第18図１号墳各遺構図･………･…………………………………･…………………１５

第19図１号墳Ｂ石室…………．｡…………………………………･…………………１６

第20図２号墳遣物配置図･…………………………………･…･……………………１７

第21図玉類出土状況……………･……………･……･………………………………１７

第22図２号墳石室平面図(1)…………･……………．．………………………………１８

第23図２号墳石室平面図(2)…………………………………………………………１９

第24図２号墳石室断面・床面施設…･………･……･………………………………２０

第25図２号墳石室展開図…亀………………………………………………．．………２１

第26図３号墳遣物実測図(1)………………………･…………………･………･……２２

第27図３号墳遣物実測図(2)……………･…………………………．．………………２３

第28図３号墳石室平面図……………･………………………………………･…･…２３

第29図３号墳床面施設………………．．……………･………………………………２３

第30図４号墳Ａ石室検出状況･…………･………………………………………･…２４

第31図４号墳平面図…･………………………………………･………………･……２５

第32図４号墳石室平断面図………………………………･…………．．……………２６

第33図４号墳石室展開図……………･…………………………･………･…………２７

第34図４号墳遣物出土状況…………･……………………………………･……･…２７

第35図４号墳Ｂ石室平面図･……………………………………………………．．…２８

第36図４号墳Ｂ石室展開図…………………………………………………………２９

第37図６号墳周溝遺物出土状況……………………………………………………３０

第38図６号墳石室平面図…･…………………………………………･……………３１

第39図６号墳石室床面施設…･…･……………………………………………･……３２

第40図６号墳石室展開図･……………………･…………………･…………………３３

第41図８号墳石室平面図･……………･…………………………･…………………３５

第42図８号墳Ａ石室遺物配置図…･……･…………………………………………･３６

第43図８号墳Ａ石室床面施設(1)………･……………･…………･…………………３７

第44図８号墳Ａ石室床面施設(2)…………･…………………･……………………･３８

第45図８号墳Ａ石室展開図………･……………･……………………･…………･･３９

第46図８号墳Ｂ石室展開図･……………･…………………･……･……………･…･４０

第47図８号墳Ｂ石室遺物配置図……………………………………………………4０



８号墳Ｃ石室平面図…………………………………………………………4０

５．７号墳遺構図……･……………………･…………………………･……４２

ＳＫＯｌｏＳＫＯ２実測図………………………………………………………４３

ＳＫＯ３実測図…………………………………………………………………４３

ＳＫＯ４．０５実測図……………･……･……･……．．…………………･………４４

ＳＫＯ６実測図…………･･…･…………･………･………………･……………４４

Ｘ線による成果………………………………………………………………4８

４号墳Ａ石室羨道部……･………………………………………………･…7４

６号墳床面施設…………………･…………………………･…･……………7５

６号墳羨道部…･…･……………･……………………………………………7５

８号墳検出状況…･………………………･………………………………･…7６

８号墳Ａ石室奥壁部……………･………………･…･………………………７６

天山古墳群･………………………………･………………………………･…７８

束山２号墳人骨Ａ体………･…………………………………．．……………8O

どんだ原出土人骨………………･…………．．………………………………8l

どんだ原出土人骨………………･………………………･………………･…8２

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第



Ｉはじめに

１．調査の経緯

東山は天山・土雲山・星岡とともに，松山平野のほぼ中央部に所在する分離独立丘陵であ

る。これら及びその周辺には後述する様に，貴重な遺跡が多く分布している。しかし40万都

市としての近年における開発は著しく，道路建設や市街地に伴う住宅建設等により，旧状が

大きく変貌している地域である。これらの要因によるやむなきの発掘調査が多く実施されて

おり，本調査もその一例と言える。

昭和48年７月２日，鶴居産業株式会社より松山市東石井町乙70番地（総面積5,400m'）の開

発行為許可申請が市に提出された。このことにより市教委としても同地が，本市作成の文化

財地図No.118(東山遺跡）として登録されていることなど庁内合議書による意見を出し，関係

部課や県関係部課においてもそれぞれ審議されることとなった。一方，自然と文化を守る会

等による東山地区の文化財及び自然環境保護等の保存運動が行われ，要望書や請願書が提出

されるに及び，市議会においても再三に亘る継続審議が実施された。これらの結果申請地を

除く丘陵（東山東丘陵部）は，現形保存とする市の計画公園地として，それらの保全地区に

なっている。また昭和50年12月１０日に同申請地の開発が，県より許可された他文化庁からも

発掘通知が出された。しかしなおも市議会等による再度の継続審議もなされたが，最終的に

県議会と同方針とされた。ここに一応のこの問題に対する５年余りの論議に終止符が打たれ

たことになり，市教委は，記録保存による調査を検討したうえで確認調査を実施し，遺構規

模やその範囲の把握を図ることとなった。この結果，古墳３基や土壌墓等が確認された。こ

れらに基づき市教委は，鶴居産業株式会社と再三の調査関係の交渉を行い，同社との覚書を

交換し，原因者負担による本格調査を実施することになった。

調査は，昭和53年９月１８日より同年12月１９日までを第一次調査とし，翌年７月23日より同

年８月30日までを第二次調査として全体で，5,400,2のうち約3,500m‘の全面調査を行ったも

のである。

調査当初においては，なおも保存運動が続いたが，発掘工程や期間への影響が考えられ調

査員全員は，保存と開発の板ばさみの中で調査を進めた。しかし調査進行の段階においては，

同教委と同社との話し合いがもたれ，６号石室の移築協力が得られたり，調査地における数

回の一般公開説明などにより，保存関係者及び多くの方々の理解を得ることができた。また

将来を担う中高生の文化講座として活用できたことや，市立南中学校（草地教諭引率）の数

百人による見学会も最も意義があったものと解される。

１



Ⅱ遺跡の環境

遺跡の位置と歴史的環境

東山は松山平野のほぼ中央部に所在し，その北方には伊予風土記逸文にも見られる天山が

所在する。また東方に星が岡丘陵と，それぞれに洪積台地上に分離独立丘陵が点在している

ものである。当調査地は，その中の東山丘陵の西端部に位置し，古くから東山鳶が森として

呼称されていた所で，海抜43ｍ～38ｍ上に立地している。

また三山の麓周辺部においては，早くより開けたものであり，弥生期から古墳期にかけて

の生活母体をなす遺構が検出されている。

これら周辺部の集落の一部は，松山市教委により発掘調査がなされ，多種の遺構遺物の検

出を見た。北方に所在している天山古墳群である天山北神社古墳の調査では，全壊寸前であ

ったが，奇跡的に鉄剣の外，半円方形帯神獣鏡の出土が見られ，同天山天王が森古墳では｢i］

筒埴輪をもつ円墳の外，弥生中期の住居杜，後期の壷棺等が検出されている。東山より東北

800ｍに位置する竹ノ下遺跡からは，板鍬，鋤，木槌，獣形の柄頭，他多くの５世紀代の農

工具や須恵器等が検出された。これに続く１１号バイパスの福音寺町筋違遣跡から北久米町乃

第１図遺跡の分布図

２



綴議鱗
鶏

聖

･り

万の裏地区の間，古墳期

における数十基の竪穴住

居祉，掘立柱建物杜や中

世に至る種々の遺構が検

出された。またさらに同

バイパスを東に湖ると来

住町に位置し，７－世紀後

半期に造営された法隆寺

式伽藍を有した来住廃寺

跡の調査がなされ，素弁

１０弁蓮華文，複弁８弁蓮

華文軒丸瓦や東山とほぼ華又判一丸凡や東山とほぼ第２図東山連山（束丘陵部を望む）

同型式の須恵器類等も検出された。また同地域およびその近くで弥生期の竪穴住居祉等も検

出された外，木簡。人形。墨書土器等も検出されている。

東山丘陵の南麓に位置する石井東小遺跡では，弥生前期に類する壷棺，貝殻およびへラに

よる木葉文を施文する土器の出土が見られた。

また星が岡は，北条時直（北朝方）

と土居。得能（南朝方）が戦った所

であり，中世の古戦場跡として市民

に親しく知られている。また古墳群

としても保存度が比較的良好とされ

ている所である。過去において正式

な調査記録は残っていない。しかし

実証性に欠けているが，故柳原多美

雄氏は，当地方唯一の鳥類を描いた
〆

壁画古墳があったと言い残している。

またその他，名田愛三氏所蔵の環

頭（三累環）も伝えられている。

前述のように，三山の周辺一帯に

は貴重な遺跡の発見に至っている。

またこれらは平野部の中央に位置す

ることを始め，弥生期から古墳期の

聖域として最も適地とした所であっ

た。

３
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第３図天山１号古墳



第４図国指定史跡来住廃寺跡

この東山は，現在東南面を中心とする丘陵部を残す状況であり，この地より細文晩期の遺

物や弥生期の遺物が採集されている他，古墳10数基を数えることができる。しかしその大半

のものが半壊もしくはそれ以上の状態であり，それらの記録は皆無で､ある。また同丘陵は，

東北面にも百数十ｍ延びていたもので，ここにも10数基の古墳が存在したが，調査もなく宅

地化してしまったものであり，かつては本調査地を含めると全体で､30基前後の古墳群が存在

したものと考えられる。（西尾）
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Ⅲ発掘調査の経過

１．調査経過

調査は，事前確認調査の資料を踏まえ；昭和53年９月18日から全面的に実施することとな

った。まず下刈後に，地形測量及び墳丘測量（トラバース等による基準点の設定他）を実施

し，各墳丘ごとに中軸線（磁北による南北と東西）による区画を設定，排土の士盛地との関

係により調査地の北端部に位置する墳丘を，一号墳とし着手することとした。

一号墳の墳丘は削平され，石室は根石を数個残し床面も玉石を一部残す状況であった。二

号墳においては，前述の要因により，特に10cmのコンタ撮りに注意を払い，東西トレンチに

より主体部の発見に至り，本調査地区中唯一の処女墳として特に注目された。また同石室

の保存度は最良であり，追葬された六体分の歯牙の他，鉄剣，鉄錨，勾玉，丸玉，提瓶，短

頚壷等の多種の副葬品が見られた。つぎに三号墳は，一号墳と同じく根石数個しか残ってな

く，わずかに竪穴式の様相が示されるものであり，遺物は人骨（男'性）と土師皿，鉄鑑等が

出土し，須恵器は伴わなかった。

つぎに四・六号墳の主体部検出も微コンタのデーターを基とし，南北トレンチにより主体

部の中軸及び範囲，版築等の確認を実施し，発掘区画設定により遺構検出を行った。四号墳

・六号墳ともに石室石積が２段～３段目（半地下式における地山面の地下部分）を残す状態

であり，主体部の遺構検出を難行させた。四号墳においては直径14ｍ巾１ｍ～1.4ｍの周溝

をもち，中央部に横穴式石室（巾2.5ｍ×長さ7.3ｍ）を築造し,その西側面に小規模の主体

部を同時に築造するものであり，後述する遺物が発見された。六号墳にも直径１３ｍ巾0.7ｍ

～２ｍの周溝が見られ，その中央部に四号墳とほぼ同平面プランを成し，同規模の横穴式石

室が検出された。また六号墳は，前室が設けられていた他に，石室外埋葬がされ，同周溝に

副葬品が埋められていたことが注目された。つぎに五・七号墳は，地山面切り込みによる周

溝のみ検出し，石室は見られなかった。

第二次調査は，昭和54年７月23日より実施した。同社が宅造目的で，第一次調査地の南隣

地をさらに200m’拡張し，宅地化するに伴い行ったものである。

この地においてもテストボーリング等の資料を基とした結果，八号墳の検出が見られた。

それは４号墳と同じく一墳丘に大小の二主体を同時に築造するもので，４．６号墳に先行の

時期の遺物や追葬がされていたものであった。なお第一・二次調査地からは，この他に弥生

期の壷棺葬壊等の種々の遺構遺物が検出された。

以下，日を追って調査経過を略記する。（西尾）

５



２．調査日誌

第一次調査（1978年９月18日～12月19日）

９月１８日晴発掘区域の地形測量のための杭打

ち作業。

９月１９日晴昨日に続く作業及びＢＭ（３７，９０

ｍ）を中央墳丘部に取る。

９月20日曇後雨地形測量を始める｡,=一ＰＭ２時

より雨となり作業中止。

９月２１日晴地形測量の実施。

９月22日晴地形測量の実施。

９月23日晴地形測量の実施。

９月２５日晴地形測量を終了。

９月26日晴各墳丘部の平板測量の実施。グリ

ッド設定。発掘諸材料搬入を行い，

南地区から重機の搬入路をつくる。

９月27日晴９時より鎮魂式を挙行。南部地区

（Ｓ１１～Ｗ４．５及びS12～Ｗ４．

５）より第二層の耕作土まで削除を

始める。Ｓ11～Ｗ５に台付長頚壷。

坪身・士不蓋等出土。これらはごく最

近まで祁られていた状態である。Ｓ

１２～Ｗ５で須恵器片・紡錘車出土，

周溝と思われる部分を検出。

９月28日曇昨日に続く作業。Ｓ９～Ｗ４．５，

SlO～Ｗ４ｏ５の第二層耕作土削除

（周溝検出作業)。

９月29日曇Ｓ９．１０．１１～Ｗ６第二層耕作土

掘り下げ。裾部に保今十留め柵を設

ける。

９月３０日晴Ｓ７．８～Ｗ４．５第二層まで削

除。

10月１日晴Ｓ12～Ｗ５で周溝を検出，４号墳

として掘り下げを行う。２号墳の割

りつけ。Ｓ４．５～Ｗ３．２第一層

削除。３号墳の割りつけ。

１０月２日晴１号墳割りつけ。２号墳丘部第一

６

溌溌蕊蕊葛土r蕊認＃

;;織繊!’
蕊唖団砕

第 ５図神事

層削除，主体部検出作業及び，南東

部斜面第一層削除，埴輪片出土◎４

号墳丘部削除。発掘区の南西最裾部

に，３ｍ巾の試掘溝を入れる。

10月３日２号墳丘部二層剥離作業。４号墳

断面計測。

10月４日２号墳丘西裾部第一層削除，昨日

に続く作業。Ｓ７．８～Ｗ４，Ｓ８

～Ｗ５断面実測。

や？

聖

第６図測量（トラバースポイントの設定）

10月５日雨作業休み。

10月６日晴２号墳北部Ｓ４～Ｗ３掘り下げ，

埴輪片多数出土。Ｓ３～Ｗ３．４．

５掘り下げ。

10月９日曇後晴２号墳Ｓ２～Ｗ４．５掘り下

げ，Ｗ４に埴輪片，土師皿等出土。

10月１１日晴２号墳南西部Ｓ４．５．６～Ｗ６

・７掘り下げ。Ｓ６～Ｗ３平面測量

実施。２号墳Ｓ５ｏ６～Ｗ４．５遺

物測量。４号墳周溝検出作業。

10月１２日晴２号境Ｓ２．３～Ｗ３．４．５遺

物測量（須恵器・地輪等)。Ｓ１～Ｗ



４．５及びＳ２～Ｗ６．７削除。４

号墳咋日に続く作業。

10月１３日晴１号墳第一層耕作土削除。４号墳

周溝掘り下げ。Ｓ４．５．６～Ｗ２

・３，Ｓ１１．１２～Ｗ６の遺物測量

（弥生土器・須恵高士不等)。Ｓ９～Ｗ

４．５平面測量。

10月１４日晴１号墳丘部削除。Ｓ５．６．７～

Ｗ６ｏ７の遺物測量（高坪。坪蓋・

土師壷。須恵器片等)。

10月１６日曇１号墳に玉石面検出，金環出土。

Ｓ４．５．６～Ｗ４．５．６コンタ

図作成。

10月１７日晴１号墳咋日に続く作業。２号墳丘

測量。５号墳北部削除。Ｓ４．５．

６～Ｗ６ｏ７ｏ８コンタ図作成。Ｓ

１～Ｅ４に須恵高杯及び饗片出土。

10月１８日晴２号墳丘コンタ測量（Ｓ２．３～

Ｗ６．７),埴輪片多数出土。５号墳

丘部削除（Ｓ２．３～Ｅ３．４)。Ｓ、

２．３～Ｅ１．２削除。６号墳表土

削除（Ｓ４．５～Ｅ１．２)。Ｓ２～

Ｗ３ｏ４及びＳ２～Ｗ３ｏ４の表土

削除。

10月１９日曇２号墳丘部をＥｏＷ方向にトレン

チを入れる。３号墳丘表土削除。５

号墳束南裾部検出作業。６号墳東部

と南部の裾部検出作業（Ｓ６～Ｅｌ

に配石を検出)。Ｓ２～Ｗ６ｏ７コン

蕊蕊

蕊

第８図２号墳円筒埴輪片出土

７
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第７図調査状況

タ図作成及び平面測量。

10月20日晴２号墳丘部Ｗ方向にトレンチ掘り

下げ遺構検出作業。３号及び７号墳

丘部削除。

10月21白晴２号Ｗ方向トレンチ（Ｓ３～Ｗ５

地点）に石室と思われる石積みを検

出，輪郭追求を急ぐ。３号墳周溝

（Ｓ７～Ｅ１）検出，多量の須恵器

・高坪。坪・短頚刈･等の遺物出土。

Ｓ７～Ｗｌ区に延長する周溝を確認，

掘り下げ，須恵器長頚壷。士不等の遺

物出土。

10月23日晴２号主体部検出作業及び断面計測。

３号墳咋日に続く遺物検出作業。６

号主体部検出作業。

10月２４日曇２号‘墳周辺部の排土を移動する。

３号墳周溝内出土遺物実測。６号墳

咋日に続く作業及びＳＮＩ､レンチ設

定．南裾部で地出土。

10月25日雨後曇２号墳昨日に続く作業。Ｓ５

～Ｗ１．４．５及びＳ６～Ｗ２．５

掘り下げ。Ｓ５～Ｗ４．５埴輪片集

中出土。３号主体部検出作業，人歯

検出。出土遺物埴輪群実測。６号墳

ＳＮトレンチ掘り下げ，深さ１．５ｍ

地点に石室の一部検出，主体部の輪

郭を追求する。

10月２６日曇２号墳石室検出作業及び墳丘断面

実測し全面掘り下げ。３号墳主体部



第９図２号石室の検出

掘り下げ，石組みは皆無に近い。墳

丘部のＥＷ方向断面検出。５号墳丘

部掘り込み及び遺構面検出作業。６

号主体部検出作業（主体部内は二室

であることを確認する)。

10月27日曇後雨１号主体部掘り下げ。２号墳

丘部掘り下げ及び主体部検出作業。

５号墳ＳＮトレンチ作業。６号墳石

室内掘り下げ。降雨のため作業中止。

10月２８日曇後雨２号。５号。６号墳咋日に続

く作業。６号主体部実測開始。

10月30日晴２号墳丘北部掘り下げ（Ｓ５～Ｗ

２．３）,埴輪片多数出土。５号墳丘

北部掘り下げ。６号墳石室内掘り下

げ及び周溝検出作業と平面実測。

10月31日晴１号主体部検出作業。２号墳丘部

周辺一（Ｓ２～Ｗ３．４．５．６，Ｓ

３～Ｗ６）掘り下げ。Ｓ３．４～Ｗ

５．６断面実測後セクション撤去。

Ｓ１～Ｗ４の排土を移動する。３号

墳Ｓ７～Ｗ１の畦撤去及び周溝部の

遺物検出作業。６号羨道部掘り下げ

及び周構検出作業。７号墳丘部土砿

状遺構検出し掘り下げ。

11月１日晴１号主体部壁面検出作業。２号墳

（Ｓ５．６～Ｗ４．５．６）掘り下

げ，埴輪片出土，埴輪片群実測。３

号墳周溝出土遺物（台付長頚壷・坪

・短頚壷・土師高琢等）とりあげる。

５

４号墳丘部Ｅ・Ｗ方向にトレンチ。

主体部を確認，周溝部掘り下げ。６

号墳玄室内・羨道部。側壁部掘り下

げ。

11月２日晴２号墳丘部Ｓ２－Ｗ３．４の埴輪

群実測。３号墳丘断面実測。４号墳

丘部Ｎ・Ｓにトレンチ。６号墳咋日

に続く作業，西部壁で銅鏡片１点出

土。

11月４日晴２号墳I折面実測及び埴輪実測。４

号主体部平面実測。

11月６日晴１号玄室床面検出。２号石室平面

実測，地山掘り込み部を検出。３号

床面検出。４号墳昨日に続く作業。

６号玄室内掘り下げ。

11月７日晴２号天井石断面実測，清掃後写真

撮影，天井石を徐々に取り除く。人

骨・横瓶・広口壷・提瓶・士不・短頚

附・土師端・直刀等の副葬品を確認。

３号玄室内掘り下げ，鉄錐片。鋤先

片等出土。６号羨道部検出，土師壷

等出土。７号墳丘の土壌状遺構を掘

り下げたが遺物検出できず。Ｓ６～

Ｗ５（２号墳）の畦取り除く。

11月８日晴２号天井石撤去作業及び石室掘り

込み検出作業，玄室内写真撮影。３

号床面検出作業。６号床面検出作業。

Ｓ３～Ｗ７．８の排土を移動。７号

墳昨日に続く作業。

第10図２号石室の検出



11月９日曇１号平面実測。２号玄室内遺物撤

去，清掃後写真撮影，頭骸。勾玉・

管玉類を確認。３号墳昨日に続く作

業，人歯検出。６号墳昨日に続く作

業。７号墳丘の土壌状掘り下げ。Ｓ

３．６～Ｗ１の断面実測及び平面測

量。Ｓ４～Ｗ３及びＳ５～Ｗ２に三

基の土壌検出。

11月１０日晴後曇１号平面実測。２号実測のた

めの割りつけ。３号床面検出作業，

人骨片出土。４号玄室内掘り下げ，

落ち込み石実測撤去，須恵器片出土。

Ｓ５～Ｗ２及びＳ５～Ｗ３土壌完掘，

出土遺物無し。６号玄室内掘り下げ。

11月１１日曇後雨１号墳北面トレンチ。２号出土

土遺物実測。３号地山掘り込み部検

出。４号玄室内掘り下げ。６号墳昨

日に続く作業。

11月１２日雨日曜一部は図面整理，他は作業休

み。

第12図調査状況

11月１３日曇後雨１号墳東西面にトレンチ。４

号墳昨日に続く作業。６号床面検出

作業。午後より雨，室内作業に切り

替える。

11月１４日晴１号根石部及び掘り込み部検出作

業と玄室部断面実測。２号出土遺物

実測。４号玄室内実測，地山掘り込

み部の検出作業。６号床面検出作業，

金環検出。

９

薄fJfi蕊冒蕊灘灘灘蕊
第11図調査状況

11月１５日晴１号墳にてガラス玉出土。２号出

土遺物実測及び写真撮影。４号玄室

内掘り下げ，出土遺物実測。６号床

面検出及び平面測量。

11月１６日晴１号墳丘検出作業。２号出土遺物

実測後遺物を取り上げる。３号実測

のための割りつけをし実測。４号室

内掘り下げ，内部実測。６号床面検

出作業，内部実測。

11月１７日雨後曇降雨のため待機し，１１時より

作業を始める。２号出土遺物直刀。

鉄錐類を取り上げる。３号出土遺物

実測。４号内部実測,落ち込み石排除。

６号床面検出作業，落ち込み石排除。

11月１８日晴１号墳丘検出作業。２号墳咋日に

続く作業，刀子。鎌・馬具・玉類取

り上げ。４号内部掘り下げ，床面玉

石を検出。５号墳丘部掘り下げ。６

号床面検出作業，羨道部で鉄器検出。

11月20日曇４号墳平面測量。

11月21日晴１号墳丘断面実測，墳丘部西斜面

に玉石の残存する遺構検出。２号床

面玉石部の精査及び展開図作成。４

号内部掘り下げ，出土遺物須恵器。

壷実測。５号遺構再確認のため|､レ

ンチを更に深める。６号床面検出作

業，石室内に玄室を検出，前室部で

金環・鉄片，玄門部で有蓋子持器台

出土。発掘区の部分状況等の写真撮
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第13図６号墳床面施設

影。

１１月22日晴１号遺構部の平面測量、第二主体

部の床面検出作業。２号玉石の実測。

４号内部掘り下げ，出土遺物須恵器

高琢・平瓶・台付長頚壷・土師椀等

を実測及び写真撮影。５号墳昨日に

続く作業。６号前室部及び玄室部の

床面検出作業，出土遺物須恵器高坪

椀。高琢．台付長頚壷・坪蓋等。

11月23日晴１号第二主体部の床石実測。２号

床石実測。４号内部掘り下げ及び出

土遺物実測。６号展開図作成及び前

室部検出作業，無蓋高杯出土。

11月24日晴１号墳咋日に続く作業及び墳丘北

面の掘り下げ。２号床面実測。３号

出土遺物土師椀・鉄錐・刀子等実測，

取り上げる。４号出土遺物金環。坪
、

身・塚蓋。椀等実測及び床面検出作

業。６号墳咋日に続く作業。

11月25日晴１号第二主体部の玉石部実測，新

たに南肩部に切り合いの弥生土嫉を

検出，掘り下げ壷棺検出。２号墳昨

日に続く作業，掘り下げ，刀子の出

土を見る。３号人骨（大腿骨。頭骨）

一部検出。４号床石（玉石）検出作

業，金環出土。６号墳展開図作成。

１１月27日晴１号墳丘部精査中西斜面に土壌状

遺構検出。１号と第二主体部の断面

実測及び壷棺の実測。２号墳ガラス

１０

小玉数十個出土，床面玉石排除。４

号内部掘り下げ，金環・琢身出土。

６号前室。玄室の玉石部実測，排除。

11月28日曇時々あられ２号墳展開図作成。３

号墳丘部断ちわり。、4号玉石実測，

墳丘断ちわり西側溝に石列検出，輪

郭追求。６号墳昨日に続く作業及び

墳丘部を断ちわる。発掘区の東側斜・

画拡張，表土剥ぎをする。

第二次調査（1979年７月23日～８月30日）

７月23日晴本日より第二次調査を開始。器材

搬入し柑橘類伐採と下刈りをする。

７月24日晴下刈後地形測量とグリッド設定。

発掘区を二分(Ｅ・Ｗ区）し，Ｅ区を

更にＡ・Ｂ・Ｃ．Ｄの４区に細分割。

７月25日晴Ｅ区耕作土排除。

７月26日晴Ｅ区耕作土削除。Ｗ区にＡｏＢｏ

Ｃの試掘トレンチ。

７月27日晴Ｅ区に石室に用いられたと思われ

る石が現われる。Ｗ区トレンチＢに

土壌状検出。トレンチＡ・Ｂ断面実

測。Ｅ区出土遺物須恵器片，土師器

片等。

７月28日晴Ｅ区畦断面実測と平而実測。Ｗ区

トレンチＢ・Ｃの断面実測。

７月30日晴Ｅ区に石室確認８号とし，実測の

ための割りつけ。石室内部掘り下げ，

落ち込み石等実測。Ｗ区土壌輪郭追

求し掘り下げ，古銭・ガラス玉・人

第14図石室の測量



骨出土。

７月31日晴Ｅ区は昨日に続く作業。Ｗ区更に

二基の土壌検出。

８月１日晴昨日に同じ。

８月２日晴Ｅ区８号に対して_L字形に，上部

は破壊された石室検出，８号Ｂとす

る（併有遺構)｡墳丘部断ち割り。

８月３日晴Ｅ区８号落ち込み石撤去及び断面

実測。

８月４日晴Ｅ区に下部を僅かに残す石積の一

部検出，８号Ｃとする。Ｗ区遺構

（土壌）測量と出土遺物実測。

８月６日曇後雨Ｅ区８号玄室部羨道部掘り下

げ。８号Ｂ平面実測。８号Ｃ玉石部

実測，出土遺物金環。午後雨となり

作業中止。

８月７日晴８号及び周辺の排水後，８号遺物

実測。８号Ｃは昨日に続く作業。

８月８日晴８号の地山掘り込み面検出作業。

８号Ｃ掘り下げ，ビーズ玉検出。

８月９日晴昨日に同じ。

第15図－１一般見学会

８月１０日晴８号内部掘り下げ。８号Ｂ平面測

量及び内部掘り下げ。８号Ｃ墳丘裾

部検出作業。

８月１１日晴８号平面実測。８号Ｂ内部掘り下

げ，落ち込み石撤去，出土遺物銅環

・ガラス玉類。８号Ｃ遺物検出，実

測後床石検出，出土遺物須恵器短頚

壷・細頚壷等。

1］

第１５－２図中高生文化講座

８月１３日晴８号Ｃ壁面（根石部）実測。

８月１４日晴８号Ｃ内部及び掘り込み断面実測。

８月１５日晴８号ＡｏＢ石室実測。

８月１６日晴〃

８月１７日晴〃

８月１８日晴〃

８月20日晴８号Ｂ玉石部検出し実測，断面及

び壁面展開図作成。８号Ｃ展開図作

成。

８月21日薄曇り各遺構部分及び発掘区全景写

真撮影の準備，撮影。

８月22日晴後雨８号Ｂ展開図作成。夕方前よ

り雨となり作業中止。

８月23日晴８号Ｂ床面精査，写真撮影し終る。

８月24日晴８号Ｂ墳丘断面実測。

８月25日晴８号床面精査（既存の西側壁根石

より更に内側に先の構築根石痕を検

出）及び８号東側墳丘掘り込み部断

面実測。現地一般見学会の準備をし

行う。

８月２７日雨室内作業（遺物整理)。

８月28日晴各墳排水及び清掃。８号展開図作

成。

８月２９日晴８号墳昨日に続く作業。発掘区の

平板測量。

８月30日晴８号展開図作成終了。総ての遺構

断面実測終了。全域精査し写真撮影。

発掘諸材料搬出し，全日程を終る。

（松村淳）
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Ⅳ 遣 構

調査地の地形

調査地の地形は，北斜面と西斜面が急斜面となり和泉砂岩の露出が見られる。南斜面は緩

斜面になり現在共同墓地として使用され，東斜面も緩斜面となり一部果樹･園として使用され

ている。また調査地は果樹園。養豚地等により，二次。三次的に墳丘が消滅されており，全

体的に緩斜面となっている。

。l号墳Ａ石室

ａ墳丘及び外部構造

ｌ号墳は本調査地の北端に位置し，海抜43ｍで最も高い尾根に築造されたものである。墳

丘は部分的に数cm残すのみで，封土は流失し，前述の要因によりほとんど削平されている。

また地山面において，最大径11ｍ円周内に地山整形がされていることにより，ほぼ同規模の

円墳であったことが推察される。

ｂ内部構造

主体部は前述の要因等により，ほとんど壊滅状態であり，基底石数個と床面に玉石敷を一

／ﾍー１

ﾛへ

第17図ｌ号墳Ａ石室
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部分残す状態であった。主体部の掘方は，墳丘中央部に巾２．５ｍ×長さ４ｍ×深さ０．４ｍの地

山面（半地下式）に切り込みが検出された。残された基底石から見て石室の長軸は磁北にそ

って構築されその石室の大きさを復原してみると，巾1.3ｍ×長さ2.9ｍ×高さｘになり，割

石による基底石は横積に置かれている。なお石室の形態は掘り方プランにより，竪穴式石室

が推察される。石室床面は撹乱により４分の１部分玉石敷が残されており，この部分より耳

環１点，ガラス製小玉１点が出土した。

二。１号墳Ｂ石室

１号墳丘Ａ主体部の西面（２ｍ側面）にそって，主体部の掘り方1.8ｍ×2.75ｍが検出さ

れたもので，石室は既に壊滅しており，床面の玉石敷のみ残すものであった。

遺構断面において，Ａ主体部との遺構の切合は認められず同時期に構築されたもので，Ａ

主体部より小規模の石室幅1.1ｍ×長さ2.3ｍの復原値が求められ，掘り方プランにより石室

形態は竪穴式石室が考えられる。

三。２号墳

ａ墳丘及び外部構造

１号墳の南面27ｍに当り，ここにおいても造成。流失等の要因により緩斜面になり，等高

線による墳丘表面状況は，判別しがたい状態であった。

墳丘は最大径13ｍの円墳をなし，主体部の北面と東面より円筒埴輪の集中的な出土が見ら

れ，周囲に配列されたものと考えられるが，その抜き跡は検出できなかったと共に周溝はも

たないものであった。また，主体部は本丘陵の南斜面を利用し構築されたものであり，地山

面（半地下面）の掘り方は，幅2.3ｍ×長さ３．５ｍが検出され，墳丘の高さは1.5ｍ計測され

たが，元の高さは2.5ｍ～３ｍの盛土が推察される。

ｂ内部構造

石室主軸をＮ53.52'Ｅにとる石室の大きさは，長さ２．３ｍ，高さ１．１ｍで奥壁部床面|幅1.05

ｍ，前部幅0.85ｍと規模は小型であり，わずかに台形状に奥広くされている。

石室の形態は横穴式石室であり，玄室入口相当部の両側壁の中に閉塞石が一部分はさみ込

む形になり，玄室入口部に直接閉塞施設をなすもので，羨道部がほとんどなくなり省略され

ているものである。また，閉塞石の乱れは追葬時が原因と考えられる。

石積み及び石材使用法は，奥壁中央の基底石だけ大きな石材を置き，その他は奥壁。両側

壁ともに小口の割石で横積みをし，丁寧に粘土による目詰がされている。さらに奥壁・両側

1４



壁の上面を調整し，緑泥片岩系の板状の割石及び自然石が並べられ，その上にさらに大きな

板状の緑泥片岩系の割石を蓋石として使用し，目詰めに小口の石及び粘土が詰められていた。

また，石室床面の施設はlCIn～３cmの小さな玉石（川原石）を５cmの厚さで敷かれたもので

ある。

ｃ埋葬主体及び副葬品の配置

石室内面への外部からの土砂流入はほとんどなく，外部からの圧力によって側壁の詰石が，
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第18図１号墳各遺構図
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一部分落ち込んでいたのみであった。石室床面は，最後に追葬されたと考えられるＡ体が中

心部に埋葬され，全体的に骨の保存は良好であった（後述の人骨鑑定参照)｡Ａ体顔面には朱

が塗られ，この朱が塗られた場所以外の頭骨は，腐滅しなくなっている。Ａ体の右手首には

２個の銅釧がされ，胸部からは管玉。勾玉（水晶製）等が検出された。Ａ体の追葬段階にお

いて，先に被葬されていたＢ体等を整理した跡が見られ，Ｂ体大腿骨は，両側壁面に移動整

1ｍ

第20図２号墳遺物配置図第21図玉類出土状況
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理されていた。なお石室床面には，

６体の歯牙（32×６）が検出され

たが，ＡｏＢ体を除き先に被葬さ

れたと考えられる人骨は，消滅し

ていた。

また副葬品の配置は，追葬段階

における原位置を保っており，そ

の保存状況は良好であった。奥壁

床面に短頚壷３，蓋塚１，提瓶３，

小型広口財(土師)２，鉄鍬束（２２

本),鉄斧１，刀子４，馬具２，辻

金具３が副葬され，またＡ体の周．

辺に装身具類の管玉（碧玉製）１３

個，丸玉（水晶製。ガラス製）２４

個，ガラス製小玉124個，空玉２

個，耳環（銅製）２個貝製垂飾

品５個等が発見され，さらに石室

入口床面に広口壷１，横瓶１を，

またＡ体左側壁床面に直刀１（120

cm）の発見は，当平野最長のもの

であり，Ｘ線撮影により目釘穴３

カ所発見の成果を得た。

なお巻末に，各石室別出土遺物

の分類，計測表を記した。

四。３号墳

戸

2２

昭
』』

４

置髄恥
１０

〆〆一一一一一一一一一~～～～、

！

1１

７
Ｈｌｌ

１１１１

1５

残丘は最大径12ｍの円墳をなし，

高さ１．２ｍであり，墳丘の南半面

は，開墾等により削られていた。

また同墳丘の束面封書土中において，

弥生土器（壷・嚢・高杯）等の出

土が見られた。

〆う|，

第26図３号墳遺物実測図(1)

１０
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墳丘及び内部構造
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第28図３号墳石室平面図

第29図３号墳床面施設
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主体部は，ほとんど壊滅されており，基底石数個と床面の玉石敷を残す状態であった。残

された基底石により，石室規模を復原してみると|幅1.1ｍ×長さ2.2ｍになり，石室形態は，

同石室の掘り方プランにより竪穴式石室が推察される。

石室床面の施設は，３cm～７cmの玉石（川原石）敷であり，その部分より人骨が出土した

が，ほとんど腐滅しており，男性熟年の頭骨の一部及び歯牙，大腿骨（後述の人骨鑑定論文）

等が検出された他，副葬品としては土師椀３，鋤先１，鉄錐７，刀子５，鎌１（不明２)等を

発見した。

五。４号墳(A石室｡B石室）

ａ墳丘及び外部構造

２号墳から南方28ｍの南斜

面に構築したものであり，盛

土はほとんど削られて緩斜面

をなし，僅かに墳丘が見うけ

られた｡同墳丘は,最大径13.7

ｍの測定値が求められ円墳を

蕊蕊議:与鐙鎚蕊

■虫.Ｐ

識

鶴 羅

鐸鶏議

なすものである。墳丘の中央第30図４号墳Ａ石室検出状況

部には塚が祁られており，この部分より蓋杯が出土し，杯身の中に人骨（ほとんど腐蝕）が

検出された。これらは開墾時にＡ主体部より見つかり，祁られたものであった。

本墳は，同一墳丘に二石室（ＡｏＢ主体）を構築するものであり，墳丘断面から両者は，

同時期に一緒に築造されたものである。さらに同墳丘の回りには，幅0.8ｍ～1.2ｍ，深さ0.4

ｍの周溝がめぐらされていた。

ｂ内部構造（Ａ石室）

Ａ主体部は主軸をN31oll'Ｅにとり，南方に開口部を作る横穴式石室である。石室の大き

さは，石室全長6.3ｍ，玄室長さ3.2ｍ，羨道長さ３ｍ，奥壁床面1幅1.8ｍ，玄門床面1幅1.55

ｍ，羨道幅（玄門近く）１．１ｍ，羨道幅（閉塞石近く）０．９ｍになり，平面プランは，羽子板

状に羨道部から一直線状に奥広くなり，玄門部分の省略が見られる。玄門部入口には石積み

（３段＝40cm）を行い，東角に玄門石を縦に置き，玄室と羨道部の区切りがされている。

玄室床面の施設は，基底に５cm～７cmの玉石（川原石）を敷き，その上に20cm～30cm割石

を敷き，さらにその上に５cm～７cm大の玉石（川原石）が敷かれるものである。また羨道部

の床面には，４５cm幅の排水溝を作り，さらにその中に30cm前後の割石を敷き，玄門部から開

口部近くまで並べられている。閉塞施設は，開口部の基底に閉塞土を用いて，その上に閉塞

2４



、

！

Ｉ
〆多

ﾉ1章に；

／
一

一

Ｉ 2０ ４０ｍ

第31図４号墳平面図

2５



Ｃ'一

Ｈ３７．００ｍ
－ＡＡ’

γ

『

７ ノ

ロ
毛
目

一

丹
巳

一Ａ

房

一
Ｃ

Ｊ

Ｂ
一

一日

2６

－，

１
１
Ｊ

８
０

'１'１画

鰯

第32図４号墳石室平断面図

－Ｃ

聯

一再弓〆

Ｉ

目

２ｍ

目

回

‐て

と－－ミ
Ｉ '、

一Ｅ



.②

ＬＨ＝３７．００ｍ

一
一

2７

第33図４号墳石室展開図第34図４号墳遺物出土状況
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石を置くものであった。なお閉塞石には，追葬時の石の乱れが見られた。

石積み及び石材使用法は，奥壁の基底石だけ縦に使用しその上は横積みになり，側壁もす

べて横積みに構築するものである。

なお副葬品の配置は，玄室床面東玄門下から出土した台付長頚壷１．平瓶２．椀１以外は，

開墾等により玄室内の遺物は原位置を動かされていた。

ｃ４号墳Ｂ石室、

主体部の主軸は，N47oEでＡ主体部にほぼそった形に構築され，石室形態は横穴式石室

である。石室の大きさは，石室全長3.5ｍ，玄室長さ2.3ｍ，床面幅１ｍ，羨道長さ0.9ｍ，

羨道幅0.6ｍの規模である。平面プランは，Ａ主体部を意図的に小型化したものであり，両

壁は，開口部から一直線状にやや奥広くなっている。床面施設は，玄室相当部に川原石10ｃｍ

～20cmが敷きつめられ，玄門入口部分は，階段状に段を降りて玄室に入る形態になっている。

、
,、

、どく
×

Ｈ３７．５０ｍ

０
岸戸

第35図４号墳Ｂ石室平面図

2８
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第36図４号墳Ｂ石室展開図
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羨道部の長さは短いものとなり，この部分には，土を入れ固められていたものである。

なお閉塞は，開口部の基底に盛土し，粘土及び割石で閉塞するものであった。また石積み

及び石材使用法は，石室及び羨道の石積みが基底石より２段の石積みしか残っていなかった

が横積みを基調とし，石材と石材の間に詰め石がされるものである。

玄室内における副葬品は，東壁下より有茎式の平根４，尖根３，刀子４，また装身具類と

して耳環２，管玉８，丸玉56，小玉（ガラス製及び土製）５２を検出した。

六・６号墳

ａ墳丘及び外部構造

２号墳から東方23ｍの南斜面に構築したものであり，盛土はほとんど削られて緩斜面をな

し，表面からの墳丘判別がつかない状態であった。同墳丘は最大径19ｍが測定され，円墳を

なすものであり，墳丘周囲には幅１ｍ～2.3ｍ，深さ0.3ｍの周溝をめぐらすものである。

また本墳の南面周溝基底部には，造墓時の被葬者の副葬品を追葬時に埋葬されており，石

室内（前室）に残存していた高杯は，同周溝中で検出された片と一致して復原されたもので

ある。

ｂ内部構造

主体部の主軸はＮ２・11Ｗとほぼ磁北にそっており，南方に石室開口を作る横穴式石室で

ある。石室の大きさは，石室全長７ｍ，玄室全長4.2ｍ，奥室1.9ｍ×幅1.8ｍ，前室2.3ｍ×

幅1.7ｍ，羨道長さ2.8,,幅1.2ｍとなっている。玄室は，前室と奥室とに区画されており，

奥室は前室部より40cm高くなり，３０cm～50cm大の割石を敷き，さらに3cm～5cmの小粒の川原

石を敷き，遺骸を収めたと考えられる。前室部は，５cm～８cmの川原石を敷いていた。石室

規模・構造等で４号墳との類似点が見られる。羨道部は，一部西壁面が抜きとられているが，

。

蕊i墓；

秀
第37図６号墳周溝遺物出土状況
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開口部から１．２ｍまではほぼ地山面にそって構築され，１．２ｍ地点に石積み２段（60cm）によ

り地山面の土留めをし，またこの部分より地山面切り込みによる半地下になり，玄門部でさ

らに石積み２段（30cm）を構築することによって，玄室と羨道部との区画を合わせて土留め

を行っておりヅ羨道途中より玄門部までは粘土及び土を固めており，断面的には，石室開口

部から玄門部にかけて階段状に下って前室へ行く構築方法がとられている。

石積み及び石材使用法は，奥壁の基底石と玄門だけ縦に使用しその他はすべて割石を横積

みに構築するものであった。

七．８号墳

ａ墳丘及び外部構造、

６号墳の東南27ｍの緩斜面に構築したものであった。墳丘はかなり削平されていたが，僅

かに見うけられた。また墳丘の最大径は，１４ｍの測定値が求められ，円墳をなすものである。

本墳は，半地下式に構築されたものであり，地山面の切り込みは0.7ｍで，石室基底部から

盛土1.8ｍが検出されたが，墳丘断面から考えてあと数ｍは盛土されたものと推察されるも

のである。また１．４号墳と同じく本墳も，同一墳丘に逆Ｌ字状に二石室を同時に構築する

ものであるが，さらにもう一基本墳の東側3.5ｍに小型の石室（Ｃ主体）床面が検出された。

しかしこのＣ主体の墳丘は，本墳のＡ・Ｂ主体構築段階での隣接関係により削平されたもの

と見られ，Ｃ主体の墳丘はほとんど見られなかった。

ｂ内部構造（Ａ主体）

主体部の主軸はＮ26.4'40''Ｅになり，ほぼ南方に石室開口を作る横穴式石室である。石

室の大きさは，石室全長6.8ｍ，玄室長さ4.1ｍ，玄室幅2.2ｍ，羨道長さ2.2ｍ，羨道幅1.5

ｍになり，石室全体の平面プランは長方形をなし，側壁は石室開口部から一直線状になり，

玄門だけ側壁より40cm石室内面へ入り込む形になっている。玄室の床面施設は，奥壁から１

ｍ×幅2.2ｍ部分は遺骸を収める施設として構築したもので，下に20cm大の小角磯を敷き，

その上面に５cm～10cmの玉石（川原石）を敷いたものであり，その他の前室相当部は，玉石

（３cm～10cm）だけを敷くものであった。羨道は盛土を行いその上に石積みを置くものであ

り，閉塞は奥壁の基底石及び玄門だけ縦に使用し，その他はすべて割石を横積みに構築する

ものであった。

ｃ８号墳Ｂ主体

Ａ主体部の石室北端より０．５ｍ横に同時に構築したものであり，石室の大きさは，全長２．８

，，幅1.3ｍで，平面プランはほぼ長方形をなし，床面は玉石４cm～７cmが敷かれているが，
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第46図８号墳Ｂ石室展開図
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第47図８号墳Ｂ石室遺物配署図
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第48図８号墳Ｃ石室平面図
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羨道及び排水溝は省略され，全体的に雑な作り方になっている。また，石室の閉塞をＡ主体

部側(西面)にした事が考えられ，西面側壁基底石上には，粘土及び土によって塞がれている

部分が見られ，一見竪穴の様相を示しているけれども横穴式石室を省略したものと解したい。

石積み及び石材使用法は，Ａ主体羨道部に使われている石材と同じくらいのもので，比較的

に小さな石が中心に使われており，側壁は，八の字状に割石を横積に構築するものである。

ｄなお８号墳Ｃ主体が同墳Ｂ主体より1.3ｍ東方に発見されたが，開墾等により基底石数

個と床面の一部が残されていたのみであった。残された石室は，幅１ｍ×長さｘであり，下

に20cm～30cmの板石を敷き，その上に７cm大の玉石を敷きつめるものであった。なお本石室

は壊滅寸前状態であったが，短頚財等の若干の出土遺物が見られた。

八．５．７号墳

両者ともに主体部は壊滅し，なくなっているが，５号墳においては直径14ｍ範囲に地山整

形が見られ，明らかにそこに何らかの主体部の存在が考えられぅ西裾部の４ｍ範囲地には須

恵器片が密集して検出され，５号墳の直接的な副葬品又は祭祁的な行為等のものとして考え

たい。また７号墳においては直径１５ｍ円内に地山整形がされ，その周囲には幅１ｍの周溝が

検出されたもので，ここにもその主体部の存在したことが考えられるものである。

九．その他の遺構

ａＳＫＯ１

１号墳丘に検出されたものであり，幅１ｍ×長さ2.4ｍ×深さ0.5ｍで長方形状に地山切り

込みの掘り方が検出され，ＳＫ２の遺構を切って作られたものである。また，西壁面及び北

壁もなく全体的にかなり撹乱されていたが，床面から大腿骨片が検出された。また，他の遺

物の出土は見られないものであったが，古墳期の遺構として解したい。

ｂＳＫＯ２（壷棺葬）

１号石室の東面１ｍの墳丘内から検出されたもので，その掘り方プランは，直径60cmのほ

ぼ円形状に検出され，北面に隣接するＳＫＯ１が本遺構を切っており，壷及び蓋の部分が削り

取られていたものである。土器の相対年代型式的には，弥生後期末葉に属するものであり，

当平野においては祝谷古墳，津田鳥越遺跡(弥生集落)，天山天王が森古墳，西石井荒神堂遺

跡，浮穴小遣跡，石井東小遺跡（弥生前期）等の低地の弥生集落の内外や，高地の古墳墳丘

下層からその出土例が見られている。

4１



Ｉ
． 1０ ２０ｍ

第49図５．７号墳遺構図

4２



愚

第50図

ｃＳＫＯ３

１号墳（Ｂ主体部）西面１ｍの墳丘

下層に，長方形プラン状に地山を切り

込んだもので､，その掘り方は,|幅０．５ｍ

×長さ１．９ｍが検出された｡また土圧に

よって掘り方の肩面が張り出しており，

基底面の長さ及び幅部分が若干広くな

っている。基底面から鉄錐（無茎式，

身＝菱形状）が１個発見され，この鉄

錐の身部分（下面になっていた部分）

から木片が検出された。これらのこと

から木棺葬と解するものである。

（主軸Ｎ75.20'Ｅ）

ｰ

ＳＫＯ１ｏＳＫＯ２実測図

第51図ＳＫＯ３実測図
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ｄＳＫＯ４ｏＳＫＯ５

２号墳の東南８ｍ緩斜面から検出さ

れたもので､あり，主軸は，両者ともに

ほぼ同方向（Ｎ80.Ｗ，Ｎ74.Ｗ）にな

り，中からの遺物の出土は見られなか

った。また両者の掘り方幅は60cmが計

測でき，長さもＳＫＯ４＝１．９ｍとＳＫＯ５

＝２ｍでほぼ同じである。この両者は，

掘り方が部分的に撹乱されているため

明碓でないが，ＳＫＯ３に比較し，平面

プラン。規模等類似点が見られ木棺葬

が考えられる。

4４
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第52図ＳＫＯ４ｏＳＫＯ５実i則図

５ｍ

､、

Ａ

胆

ｃＳＫＯ６

８号墳の東面４ｍ墳丘下層から，ほ

ぼ長方形状に掘り方が検出された。主

軸はＮ50.15'Ｅで，その大きさは，幅

1.1ｍ，長さ２．３ｍになり，中から数片

の弥生土器の出土を見た。

（西尾，池田，松村，栗田）
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第53図ＳＫＯ６実測図



Ｖ 遣 物

各古墳出土の遺物概説

(各古墳出土の詳細なデータは，出土土器観察表に表示した｡）

ａ、２号墳出土須恵器（図版45.46）

２号墳出土物のうち杯Ａ・Ｂ（４．５）は同型式であり，両者とも受部上面に鈍い一条の

へラ凹線を施し，手法的には蓋Ａ・Ｂに同じく底部のへラ削りのシャープさはなく，粗く不

調整のまま仕上げている。

蓋Ａは短頚壷の蓋として考えられ，このうち蓋３は短頚壷６とセットをなす。蓋Ｂに分類

する２は焼成も甘く不調整であり，天井部のへラ削りは粗く，製作工程における所の粘土ひ

も巻きあげの痕跡等が見られる。蓋Ｃ（17）．，（16）は墳丘南裾封土下から出土したもの

であり，蓋，（16）は器形的に古い要素を残している。

短頚壷はほぼ同型式として考えられ，器形的には口縁部が内傾するものと直立気味になる

ものになり，体部は肩が張り気味になるものと丸くなるものに分別できるが，施文は施さな

いものである。底部は共通して肩平になり，粗いへラ削りを施す。

提瓶は３個体出土し２型式考えられ、体部側面の耳が環状になるもの（12）とカギ状屈曲

するもの（１３．１４）が見られ，共通して体部前面が丸くふくれ，背面が平らになるものであ

る。

横会（15）は退化形態で小型化している。口頚部の形態は，前者の提瓶（１２．１３）と全く

同じである。広口壷（19）は口頚部を３段Iこへラ凹線により区分し，櫛描き波状文を施すも

のである。また，石室内より手づくねによる小型広口端（土師）の出土が見られた。その他

墳丘南裾部から蕊（２０．２１）と蓋（16）が一緒に出土し，皿（18）も墳丘上から出土したも

ので，底部に糸切が見られ２号墳とは別に考えるものである。

ｂ、４号墳出土須恵器（図版47.48）

４号墳から須恵器は計38個体出土した。このうち杯は３型式に分類でき，まずＡ類の杯

(53)はたちあがりが長く内傾し，受部は外上に短くあがり，体部から底部にかけてのへラ削

りの範囲は広く，器高は比較的高くなり，当墳の先行タイプとして考えられ，また蓋（52）

とセットをなす。杯Ｂ類はたちあがりが極端に短くなり，杯（22）は小形になり，杯（23）

の器高は比較的高いタイプである。杯Ｃ類は器高が浅くなり，たちあがりも比較的短く内傾

または直立気味になるタイプである。また，杯Ｄ類は平安期の瓦器になり別に考えるもので

4５
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ある。

蓋も３型式に分類でき，Ａ類は杯（53）とセット関係になる蓋（52）タイプであり，２号

墳出土蓋（17）タイプとほぼ同形態として考えられ，天井部のへラ削りの範囲は広く，体部

との境界は丸味がかるものである。蓋Ｂ類（31～３４．４９．５０）は天井部が丸味気味になり，

蓋Ｃ類（３５．５１）は天井部を一段高くし，平ら部分が広く作られ，天井中央に点状に粘土を

付すタイプも見られる。

高杯は細かく４型式に分類でき，出土高杯はすべて無蓋であり，Ａ類（36）は杯部への施

文が櫛状の施文具により列点文が施され，Ｂ類（37）は櫛描き波状文を施すタイプで古い要

素をまだ引き継いでいるものであり，Ｃ類（39～40）は器高が比較的低くなるタイプであり，

短脚になるものである。Ｄ類（３８．４２）はＣ類同様に短脚化し，施文をしないもので，杯部

が体部から底部にかけて丸味化している。

平瓶は２型式考えられ，Ａ類（４３．４４）は漏斗状の口頚部が付き，体部上面がふくらむ器

形になり，Ｂ類（４５．４６）は口頚部が外上に長くのびるもの（45）や，体部上面が扇平にな

り肩が張る器形になる。しかし，ＡｏＢ類共に口頚部または体部に一条のへラ凹線を施す共

通点が見られる。

短頚壷は３型式に分類でき，Ａ類（47）は口頚部が外反するタイプであり，Ｂ類（６１．６２）

は直立または内傾するタイプで，Ｃ類（63）は外上にのびるものである。また，ＡｏＣ類は

共通して体部上面に数条のへラ凹線またはへラ描き斜線文が施されるものであり，Ｂ類は施

文が見られない。

長頚壷は１個体のみであるが，群集墳の衰退期にかかる時期の久万ノ台１号墳等の出土の

ものと比較してみると，口頚部がより細く長くなり，体部上面も肩平気味に広くなり肩が張

る器形を示し，土器相対の形態的には明らかに前者より後出の下るタイプとして考えられる､。

台付広口壷は２型式に分類するものであり，Ａ類（66）は口頚部径も広くなりより大きく

ラッパ状に広がり，頚部または体部上面Iこへラ凹線とへラ描き斜.線文。櫛描き列点文を施す

ものである。Ｂ類（67）もＡ類同様の施文であるが，形態的には頚部が窄められ細長になり

長頚壷を思わす。

その他墳丘部から上記より先行形態の蕊や器台が出土した他に，平安期に属する小皿（土

師）は底部に糸切り痕を残しているものも見られた。

ｃ，６号墳出土須恵器（図版49～52）

６号墳からは周溝出土を含め計53個体出土し，当墳からの出土物は，そのほとんどが４号

墳出土のものと同形態として当てはめることができた。それらのうち杯は３型式に分類でき

杯Ａ類（69～71）は４号墳Ｂ類に同様であり，杯Ｂ類は４号墳杯Ｃ類に比定でき，杯（94）

のみ別に考えるものである。
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蓋は２型式に分類でき，蓋Ａ類（72）は４号墳蓋Ｃ類に同様であるが，蓋Ｃ類（74）の天

井中央に乳首形つまみの出現が見られる。また，蓋Ｂ類（73）は短頚壷とのセットが考えら

れ，蓋Ｄ類（82～85）は天井中央に乳首形つまみがつくもので，子持付器台の杯とのセット

になるものである。

無蓋高杯は２型式に分類でき，石室内出土Ａ類（75）と周溝出土のＣ類（100～102）は同

タイプになり，４号墳Ａ類と同形態として考えられる。また，石室内出土無蓋高杯Ｂ類（７６

～79）と周溝出土Ｄ類（103～105）が同タイプになり，４号墳出土無蓋高杯Ｃ類と同形態に

なるものである。

台付長頚壷は２型式に分類でき，Ａ類（80）は４号墳出土台付長頚壷（48）と器形及び施

文がほぼ同様になるが，体部肩面下のへラ描き斜線文は，斜線の中に列点状の施しが見られ

る。また，もう１型式は，周溝出土のＡｏＢ類（116.117）に細分類することが見られる。

また広口壷（118）も４号墳出土台付広口壷Ａ類と同タイプとして比定できるものである。

砿は２型式に分類でき，Ａ類（95）に比べＢ類（96）は口頚部がより長く広くなる特質が

見られ，Ａ類が先行タイプとして考えるもので､ある。

短頚壷は２型式に分類でき，Ａ類（１０６）は４号墳のＡ類に比定でき，Ｂ類（107～113）

も４号墳Ｂ類と同形態として比定できるが，１型式Ｂ類の中で極端に口頚部が短く体部の肩

が張る（113）ものも分類可能である。

その他特筆すべきものの子持付器台（86）であるが，器台上面中央に付けられる子持財は

形象化され，その周囲の杯部は同墳の杯Ｂ類と同形態の範囲になり，脚部に施文される列点

文も先述した４．６号墳の時期に盛行する施しとみられる他，当平野で出土の松が谷古墳出

土のものに比べ器高も低く，形象化されたものとして解するものである。

ｄ、８号墳出土須恵器（図版53）

８号墳からは計24個体出土した。型式的には古い特徴をもつ杯は同形態になり，たちあが

りや受部及び器高，口径等２号墳と大差ないものとして解され，椀として分類する(133～135）

ものは別個に考えるもので､ある。

蓋は３型式に分類でき，Ａ類（122～123）は上記の杯とのセットが考えられ,Ｃ類（127）

もほぼ同時期の形態として考えられ，Ｂ・Ｄ類は６号墳にも見られるが，４号墳蓋Ｃ類のタ

イプとして解するもので､ある．

高杯はすべて４．６号墳の型式に当てはめられるもので，有蓋高杯（141.142）は６号墳

出土のものと大差なく，無蓋高杯（143.144）は４号墳出土無蓋高杯ＣｏＤ類に比定される。

短頚壷はほぼ同形態として考えられるが，136は直口壷としても考えられ，また，長頚壷

の短頚化された退化形態としても考えることができ，当平野では松が谷古墳からその出土が

見られるｄまた他の短頚壷（136.138）は，４号墳出土短頚壷Ｂ類に比定できるものとして
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第54図Ｘ線による調査成果

Ａ、２号石室出土，直刀（目釘穴）Ｂ２号石室出土，提瓶（粘土のつぎl]）

Ｃ、２号石室出土，刀の品金具（金張り）

データ（Ａ・Ｃ）0.8,200mA，６０ｋＶｐＬＨ－ＩＩリス(８：ｌ)50cｍ（Ｂ）５０kVｐ，200mA，0.1sec

愛媛県放射線技師･会長樋口忠志。同県中予部会

愛媛大学放射線部。川上寿昭技師長。同県立中央病院放射線部。渡部昇。味口博志

解する。

広口壷は２型式に分類でき，Ａ類（140）は６号墳（118）のタイプと大差ない形態として

考えられ，Ｂ類（145）は２号墳出土広口壷に続く形態として考えるものである。

ｅ、１号墳出土須恵器（図版54）

部分的に撹乱されており石室内から出土として断言できないが，当墳から３個体出土し，

このうち高杯（149）は器形的には４号墳Ａ類と同形態になり，短頚壷（146.147）も４号

墳Ｂ類と同形態として考えられる。

ｆ，５号墳出土須恵器（図版54）

当墳の主体部は消滅しており，墳丘から検出されたものであるが，蓋（150）及び饗（151）

は陶邑のＴＫ２３型式に当てはまるもので，本調査出土のうち先行タイプとして考えられる。

（西尾）

4８
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2号墳出土須恵器観察表（図版45.46）

６

●

８

９

4９

器形
一七篭

稲

蓋

杯

壷

提
瓶

蓋
Ａ

蓋
Ｂ

蓋
Ｃ

蓋
，

杯
Ａ

杯
Ｂ

有
蓋
短
頚
壷
Ａ

短
頚
壷
Ｂ

短
頚
壷
Ｃ

１７

1６

１２

天ｊＩ:部は扇平でへラ削りをして
いる。

｜I縁端ド内面には凹線により段
をなす。

尺井部は平らでへラ削りをし，
体部との境界にへうによる凹線が
見られる。

内部に口緑部と体部の境界に鈍
い凹線が見られ，仰緑端は丸く仕
上げている。

天井の流平部が前端より広くな
り，この部分のへラ削りは見られ

るが，休部及び、緑部との境界は
丸くなり不明瞭である。

１１縁端は丸く仕上げている。

天井部中央につまみがつき，つ

まみの''１央はl-1状になる。
天井部は丸く仕上げ，ヘラ削り
iま見られるがシャープさはない。

i-i縁端は段をなす。

たちあがりは内傾し，1-1緑端は
上方へのびる。
受部先端は水平方向になり，ｊを
面には鈍いへラ凹線が・条みられ
る。

底部は丸くなるがへラ削りが兄
られる。

たちあがりは内傾し，先端は丸

く仕脱げている。
受部先端はやや外上方にのびて
おり，上而には鈍いへラ凹線が－．
条見られる。
底部は平らになり，ヘラ削りは
粗く不調整のままである。

口縁部は内傾し，先端はやや外
上にのびている。

底部は比較的扇平になりへラ削
りが見られる。

口緑部はやや内傾し，端而はや
や外上にのびるものと尖るものが
ある。

口緑直ﾄﾞより体部肩面にかけて
やや丸く仕上げている。
底部はへう削り跡が見られ、底

部中央部分だけやや扇平になる。
1.1隷部は1点.立し，端面は尖って

いる。

体部Ｍ面が前肴に比べやや張っ
ている。

ＬＩ縁部は外反し，：_;縁端部は段
をなす。

休部両側の耳は環状である。
休部前而は丸くふくれ，背面は
凹状に逆屈曲して巾に入マンている。

天井部はへう削りにより

調整がされている。
天井部内而には，体部と
の境界がへラによるIU1線に

より明瞭である。

体部には指頭によるナデ
川線が見られる。
粘土ひも巻きあげの疲跡

を残す。

天ル部と体部の境界は段

をなし明瞭である。

n縁及び休部はナデによ

る調幣が見られる。

体部は指頭によるナデ凹

線が見られる。
底部は，不調嬢により粘
土ひも巻きあぽの痕跡を残
ーい草

９。

体部はナデ調軽が兄られ

る。

底部はへう削りだ↓ﾅで不

調整である。
体部にはカキ目調整が兄
られる。

休部から底部にかけて力

キ目調整が見られ，境界(法

不明瞭である。

体部前面には11'i転を利用

したカキ目調整が兄られる。

(窯内での他の遺物との付

詩が見られる｡）

短頚壷の蓋か？。

短頚壷６とセット

をなす。

杯５とセットをなす。

墳庇南洲部出-t。

蝋丘南裾部出土。

綴２とセットをなす。

襟３とセットをなす。

形態の特徴 手法の特徴 備考
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2号墳出土須恵器観察表（図版45.46）

器形

提
瓶

横
翁

広
口
壷

難

｡上

師

器

中
型
饗

座
Ⅱ
財
（
小
型
）

皿

_'二器
弔浮§夢

1３

1４

１５

１９

2０

2１

１０

●

1１

1８

形態の特徴

口緑部は外反し，ｎ緑端部は丸

くなる。

休部両側の耳はカギ状に屈曲し，

先端は尖る。

体部前面は丸くふくれ，背面は

少しふくれ，両面ともにカキ目調

蕊が見られる。

ロ縁は錘く外反し，端部は尖り

ぎみに丸くおさめている。

体部両側の耳はカギ状に屈曲し，

先端は尖る。

体部前而は丸くふくらみ．背而

Iま平らになっている。

ｎ縁部は外反し，Ｌｌ緑端は丸く

おさめる。

体部は片面だけ平らにしている。

ラッパ状髄外反する長い「l頚部

になり，ｎ縁端は丸くおさめてい

る。

体部径より口綜径の方が若干広

くなる。

１１頚部には全面に文様を施して

おり，２条の1111線で３段には分し，

櫛描き波状文を施すものであり，

底部は丸く仕上げている。

口頚部は外反し，ＬI端部をさら

に水平方向に折りまげて，端部は
上下に宝角状に尖りぎみにしてい

る。

又，、端部外面には－．条の凹線

が施される。

1-1頚部のたちあがりはやや外反

し，ｎ端部は折りまげて端部上F

に断而菖角状の稜が見られ，折り

まげた部分外面にも見られる。

頚部には櫛描き波状文を施し，

肩部は丸く，底部も丸底であるｃ

口頚部は外反し，ｌ]縁端は丸く

おさめている。

体部は凹凸が多くなり，底部は

やや扇､Fであるものと，１１は明ら

かに平底にしている。

比較的浅い小型の皿であり，口

縁部は外上へほぼ直線上にのび，

;]縁端部は尖りぎみにおさめてい

る。

膳部は平底をなす。

手法の特徴

口緑端部側而（外而）は

上'ず方向(こへラ調整を施し

ている。（焼成良好）

１１縁端部側面（外面）は

内上方向のへラ調整が見ら

れる。

体部前面はカキF1調整を

し，背面は.111き板による叩

き目の痕跡を残す。

ｕ縁部の手法は13に同じ。

休部全面にカキ目調整を

施している。

体部から底部にかけて叩

き板の叩き目が残り，その

後カキlElが施されている。
体部及び底部内面にIIJ心

円文が残る。

頚部はヨコ櫛調整が見ら

れる。

体部は格子日叩きの後に

ヨコグシ調整が見られる。

頚部外面にはヨコ櫛調整

が見られる。

休部は叩き目の後にヨ写］

櫛調整をする。

体部内面には同心円文を

残す。

手づくねにより作られ，

全体的に肉厚になっている。

頚部から11縁にかけては

ナデが見られるが，体部及

び底部は粗仕_.:げとなって

いる。

内外而ともナデ調整が見

られる。

底部に糸切の痕跡を残す。

備 考

底部欠失。

墳脈南裾部出土。

墳圧南桝部拙ｋ。

墳丘上から出土。

(平安期）
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4号墳出土須恵器観察表（図版47.48）

器形

杯

諾

無
器
高
杯

杯
Ｂ

杯
Ｃ

杯
，

蓋
Ａ

Ｂ

器
Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

一ヒサ器
稲こ号

２２

ゆ

２３

２４

２７
○

5'（

5７

２８
Ｇ

２９

●

3０

５２

3１

Ｉ

３４

Ｏ

４９

●

5０

３５
●

5１

〕６

〕９

●

Ｉダ､
ｌＵ

ｃ

Ｉ１

形態の特徴

小瑠になり，知いたちあがり値

内傾し，口縁先は上方へのびる。
受部は湾曲し，先端はl1向きに
なるものと，先端が充余に外上方
にのびるものが見られる。
受部から底部にかけて全体的に
丸みがかっている。

底部はやや丸みがある。
たちあがりは比較的知かく内傾

し，ＬI縁先は丸くおさめている。
受部止面に・条のへラ凹線を施
し，受部先端はややｋ向きになる。
底部は扇平ぎみになり，体詳陛
底部の屈''11部は丸くなる。

休部と１１緑部が外'二〃へ直線的
にのびるもので，端部は丸くおさ
める。
体部から、緑にかけてへラ削り
が見られる。
底部は完令↓唖平底になり，体部
と底部の境界屈曲部ば.寧なへラ
削りを施す。

2号墳出士蓋NQ17に同じ

天井部はやや丸みがかり，へラ
削りがうすく残る。
天井部と'－１織部との境界は鈍い
稜をなす。

端部はほぼ垂直にのび，丸くお
さめる。
Ｉ|縁端内面のかえり部にへう'111
線一条施すものもみられる。

形態は蓋Ｂとほとんど変わらな

いが,天井部を平らに仕上げている。
極かに犬井中央に点状に粘上を
残すものも見られる。

杯部１１緑はやや外上に両線的に
のびる。

1-1緑下及び底部近く↓こそれぞれ
へラ凹線一条施され，３区画にな
り，中段に棚甫き列点女をめぐらす。
脚部は細くなり，３方向に２段
透しを施す。
脚部中段に２条のへラIIII線も兄
られ,る。

口織部は上方に戒線的転のびる。
11緑部F及び底部近くにそれそ

九強い稜を施し，３区画になり，
111段に櫛描き波状父を施す。

口縁部はほほ外上にI尚荊納にのびる
端部は丸くおさめる。
口隷下に鈍い稜をなすものと，
‐条の凹線を施すものが見られる。
１１緑部及び内面にヨコナデ嘉施
している衛

手法の特徴

底部のへラ削りは兄られ

ない。

底部りこへラ削りが兄られ
るが，シャーープさはなく不

調整のままである。

「:緑部及び内面にかけて

ヨコナデを施す。
２８は体部の底部近く↓こへ

ラ削りによる湾曲が見られ
る。

土師質と兇まちがう挫焼
成が甘い。

令体的に丸みがかってお

ﾘ，ヘラ削りによるシャー

プさも見られない。

I:綜部外而から内而に力

けてヨコナデを施す。

｜I緑外面から内而にかけ

てヨコナデを施す。
小型であるが脚部は細長

く作っている。

40の脚部は無父になり透

しも兄られない。

(40のみ．上帥庇である｡）

備 考

杯Ａ脚は本文，出
土須恵器ｂで‘説明。

平安期（瓦器)。

杯Ｂ・Ｃとのセット。

杯Ｂ・Ｃとのセット。

脚部欠失。
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4号墳出土須恵器観察表（図版47.48）

器形

無
蓋
高
杯

平
瓶

壷

，

平
瓶
Ａ

平
瓶
Ｂ

縦
頚
壷
Ａ

趣
頚
壷
Ｂ

短
頚
壷
Ｃ

台
付
長
頚
遊
Ａ

器
号
上
審

３８
◆

<１２

４３
○

2１４

４５

回

4６

4７

６１

●

６２
●

6４

6３

4８

形態の特徴

ほとんどＣに同じ形態であるが，

口緑部がやや内湾ぎみである。
脚部はほとんど欠失しているが
透しはなく，－条のへラ凹線が兄

られる。

：1緑部は漏斗状になり，頚部''１
央に・条のへラIlII線を施す。
口緑はヨコナデをする。

体部上面はふくらんで，底部も
尖りぎみである。

(全体的に丸みがかっている｡）

45の、縁は長く両線的に外上に

のび，１１縁端下に･一条のへラⅢ線

を施・す。

I:端はヨコナデをする。
46の口縁はまた知くなる｡

体部上面は耐平になり，眉に稜
も兄られる。
４６の底部は平ら部分が作られる。

ロ緑は短く外反し，端部は水､'ｚ

方向に屈lllIし，端はへうにより垂
直になる。
体部上而から肩部に二条のへラ
凹線を施し，その間(こへラ描き斜
線文も施す。
底部は丸底になり，僅かにへラ
調整が見られる。

ｎ縁は短くほぼ垂直方向又は内
傾ぎみになり，ヨコナデをする。
６１の体部肩に張りが兄られ稜を
なし，６２の休部雁は丸みがかる。
底部は61が丸底になり，６２は平
底になる。

１１頚は小さく，ｌ｣縁はやや外ｋ

に面線的にのび，端面は水平であ
る。

また、縁部外面には，．-条のへ
ラ凹線による稜をなす。

体部上面が広くなり，．二条づつ
の凹線を川部にかけて３段に施し，
２段目と３段目には斜線文を施す。
底部は丸底になり，体部ドから
底部にかけてへラ削りが僅かに兇
られる。

頚部は細Lをく中間部で絞り，１１

縁にいくに従って広がりながら外
反し，先端は丸くおさめる。
体部屑及びそのドに＝.条づつの
へラ描き凹線を施し，ヘラ描き斜
線父を施す。

脚部はラッパ状に開き，裾はや
や内湾気味になる。
３方２段透しのドに，-..条のへ

ラ描き凹を施す。

手法の特徴

杯部は全体的に丸みが力、

り，凹線や稜は見られない

体部の調整は丁寧である。

休部の肩に接合痕跡を残

し，ヘラ調整を施す。
底部はＡほど丸みはない。
個
体部肩に‐条のへラI1J1線
を施す。㈹

施文は見られないが，ｕ

緑はヨコナデ調整をし，体
部はヨコ櫛状のもので調整
を’･寧にしている。
６４の体部上面は扇平ぎみ
になる、

ﾛ緑部は］.寧にヨコナデ

を施す。

３力２段透しは，ヘラで

突き刺しただけの簡略な透

しである。

備 考

比岐的大型である。

体部の肩が張りぎ

みで，上而がやや広

くなる。
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第
五
表

6号墳出土須恵器観察表（図版49～52）

4号墳出土須恵器観察表（図版47.48）

器形
器
号
土
番 形態の特徴 手法の特徴 備考

杯
Ａ

６９

●

７０

●

7１

たちあがりは短く，内傾したま
ま先端は尖りぎみになる。

受部は湾曲し，先端が外上方に
のび丸くおさめる。

受部上面に鈍い一条のへラ凹線

を施すものがある。

底部はやや扇平になり，へラ削
りが見られるものもある．

体部と底部の屈曲部は鈍い稜に
なる。

形態的には４号墳杯Ｃとほとん

ど同様である。

全体的に調整が粗雑にな
り焼成もあまい。

69は蓋７２とセット

をなす。

蓋
蓋
Ａ

7２ 天井部に段をつけ一段高くし
平らになる。

ツ

天井中央に僅かに指が引っかか
る程度に粘土を残す。

ロ縁部内外面にヨコナデ

が見られる。

る

焼きが甘く粗雑さを感じ

◎

69とセットをなす。

器形
器
号
土
番 形態の特徴 手法の特徴 備考

壷

台
付
広
口
壷
Ａ
台
付
広
口
壷
Ｂ

’

6６

6７

頚部はラッパ状になり，口縁部
で大きく外反し，先端は欠失して

いるが水平方向になる。

口縁下から頚部に二条づつのへ
ラ凹線が３段めぐらされ，その間
に２段の斜線文を施す。

体部は丸みがかった肩とその上

面に二条のへラ凹線と斜線文を施
す０

やや肩｢平ぎみの底部に脚がつく。

同種Ａに比べ頚部がやや細長くなる

ラヅパ状に開いた口縁先端に一
条のへラ凹線を施す。

二条づつのへラ描き凹線を，口
縁下から頚部にかけては４段めぐ
らし’体部上面から肩部にかけて

３段めぐらし，それぞれ櫛描き列
点文を施す。

脚部は48とほぼ同じ器形だが，
透しを三角状に穿つ。

脚部欠失。

雲

中
型
雲

6０ 口縁は外上にほぼ直線的にのび，
端面はへうにより水平にカットす
る◎

体部は格子目叩き後に，ヨコ櫛
調整を全体に施す。

体部内面には同心円文を残す。

墳丘より出土◎

器
台

6８ 器台裾部であるが，三条づつの

へラ描き凹線による稜を２段づつ
それぞれ区画をなし，その間に小
さな５本櫛により波状文をめぐら
し，三角透しを呈す。

墳丘より出土。

土
師
器

ﾉ１、

Ⅲ

1８ 小型の皿であり，体部口縁の外
傾度は大きく低い。

体部と底部の境界には鈍い稜が
見られる。

※底部に明瞭な糸切りの
痕跡を残す。

(４号墳とは無関係と考え
られる｡）

灯明皿か？。

墳丘上出土。
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6号墳出土須恵器観察表（図版49～52）

隈祁壌

Ｏ
ｑ
ｌ

Ｔ
－
ｍ

高
杯

壷

蓋
Ａ

蓋
Ｂ

器
Ｃ

蓋
，

無
蓋
高
杯
Ａ

無
蓋
商
杯
Ｂ

台
付
長
頚
亜
Ａ

台
付
長
頚
遊
Ｂ

7２

7３

7４

8２

１

８５

7５

７
１
７

8０

80-］

n緑部はやや内湾ぎみになり，
先端は丸くおさめる。

形態的には４号墳蓋Ｃにほとん
ど同様である．

天ﾉI:部は扇平ぎみである。

口緑部と体部の境界に鈍いヘラ

ド11線を‐条施す。
ｎ緑部は外ドに尖る。（内面は
ヘラにより斜めに切り，その後ナ

デ仕上げする｡）

天井部は粗く扇平になり，中央

部に雨平な乳首形つまみがつく。

天井部は雌かにへラ削りが兄ら

れ，ルiii平ぎみである。

天井中央に尖ったつまみ及び乳
首状のつまみをつける。

器原は口縁先になる程肉薄にな

り，口紬先端は尖る。
１１縁部から内面にかけてヨコナ

デをしている。

ｎ緑は外上に面線的にのび，先

端はヨコナデにより尖りぎみにな

る。

杯の体部中間及び下部に・条の
へラ1111線を施す。
杯底部はiii『平である。

脚は裾に至ってラッパ状になり，

端部は上ド方向のへラ調整により

端部ヒドに稜をなす。

透しは２方向２段透しである。

杯部、緑は外上に面線的にのび，

端部は丸くおさめる。

底部はやや丸みがかっており，

体部との境界に鈍い稜が見られる。

脚部は欠失しているが，透しの

ないものとして考えられる。

形態的には４号墳高杯Ｃ・Ｄと
|,1様である。

形態的には４号墳出上の台付長

頚壷Ａと;司様である。

体部上而のふくらみがやや少い。
体部肩而下のへラ描き斜線文は

斜線の１'１に列点状の施しが見られ，

貝類の施文具の使川か。

器形はやや小型になる。

体部は上面から底部にかけて丸

みをもつ。
休部上面の斜線文は貝状の施父

具により上ﾉﾉ;句の直線になる。

脚部はＡとほぼ同様である。

天井部のへラ削りは粗.く

仕上げたものでシャ・プさ
はない。

杯部分の体部と底部の境

界は稜をなし明瞭である。
脚部中間に負条のへラ凹
線を施す。

全体的に粗雑さを感じる。

４号墳台付長頚壷Ａに対

しての手法の差は，脚部の
３方透しが台形状にきつち

り透している。

短頚壷の蓋か？。

1-1緑部欠失。

-子持付器台。

86とセットをなす。

比較的小型の高林

である。

器形的には４号墳
商杯Ａ（Nq36）と大

差ない。

焼成は生焼きが多

く，中に上師質を恩

わすものも見られる。

頚部欠失。

器
号
主
審 形態の特徴 手法の特徴 備考



5５

第
七
表

6号墳周溝出土須恵器観察表（図版49～52）

6号墳出土須恵器観察表（図版49～52）

器形

杯

幕

椀

高

杯

杯
Ｂ

杯
Ｃ

杯
，

蓋
Ｅ

雲
埜
而
〈

有
滞

-ｋ器学
稲零号

８８

９２

9３

９４

８７

９７

９８

9９

形態の特徴

６．号城イf室1人111%士杯ＡとI司様。

91は受部を持たない杯(,&-類似し，

底詞Iは平らになる。

た．ちあがりは非議に短くなり，

先端はへう(矩より水平になる。

受部もｊ亜く水平方向に尖りぎみ

になる。

休部は低く皿に近い器形をなし，
底部との境界はなくなっている。

体部と口緑部は外.上方へほぼ直

線的にのび．端)は丸くおさめる‘，

１１緑部から内面にかけてヨコーノ・

デを施す。

底部の涼;告は平らに|｢｣雛状にな

る。

天井部は編平ぎみになり、純い

へラ削りが見られる。

天ル部と1-J緑部の境界に鈍い桟

をなし，１１緑部は垂直方向にのび，

端部は丸くおきめる。
ｉｌ緑部から．勾而にかけてヨコナ

テ'を施す“

天井部『'１央に低い乳首形つまみ

を付･け乳首形つまみはＨ状になる‘，
天井部はへう削りにより鈍い稜

が見られる。

６号噛州土蓋Ｃと大差ない。

休部と口緑部が直新Ｉ的に１％方へ

のびる。

底部は肺I･平ぎみ【こなり．ヘラ削

りによる金屯い稜が妃ら＃しる。

イネ部た巧あがりはｸ亜くやや内傾

し，端は丸くおきめる。

受部先端はやや外上にのびﾒしく

おきめる．

｢・法の特徴

底部に僅かfIliいへラ111]り

が見られ,る。

j晩成は１１.く粗雑-である｡

焼成は1･「<粗雑･である。

天井部のへラＷリリは粗雑

である。

体部夕卜而から１１緑及び内

面にかけて」.寧なヨコ･ﾉｰﾃ′

を施す。

瞳５部のへラ削りはシャ､一

プロさはない。

受部.上面及びＬＩ緑たちあ

がり内面にへう1111線を施す。
イボ部・底部のへラ削りは

粗いままイi５．'二とし，シャ・‘

フュ.さはない。

備 考

平安期。

口織部欠失。

焼成良好。

杯部托と脚裾fそが

ほぼI｢i｣じ仁なる。

器形

子
持
付
器
台

器
号
上
癖

８６

形態の特徴

器合口緑は火きく外媒し、端部

は上~ドガ向のへラ調轄によりやや

角ばり，その後ヨコナテ操を内抽『に

韮‐諺て施す。

杯の形態は小型になるが同境州
士杯Ａ;こ'司様であり，’－１緑部に４
個体着く。

器汽上l帥|』火の子持壷は装飾そ

のものの要素になり極端に小型化

きれ，艮逝壷を小型化したもので

あり，体部上面に．ユ条のへラ1111線

を配し，櫛によって列点状に施す。
ラッパ状になる閲】部は三条づつ

のへラ凹線により４段にめぐらし，

曇方形の〕壷しを４段３方に穿って，

さらに柵i状の施火兵で刺突文を施す。
脚裾はやや内湾ぎみになり，先

端はへう･切りにより角ばる。

手法の特徴

杯は１１緑部健接合陰用粘北

を着け杯を接合する。

杯と器台の接合粘・上の継

ぎ目が兄られる。（．､子持土Ⅱ・

も同じ｡）全体的にナデ調確
力ｒ見られる。

備 考

器台そのもの力f小型

で.ある。
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6号墳周溝出土須恵器観察表（図版49～52）

器形
器
号
土
番 形態の特徴 手法の特徴 備考

高

杯

高
杯
Ａ

｜
無
蓋
高
杯
Ｃ
ｌ
無
蓋
高
杯
，

9９

100

１

102

103

１

1０５

体部の器高は比較的低く，底部
との境界Iまへラ削りによる鈍い稜
が見られる。

底部は粗いへラ削りを施す◎

脚は裾に至ってラッパ状になり，

裾端は段をなしへラ調整により角
張る

し

。

脚中間Iこへラ凹線を二条めぐら
， その上下に２段透しを２方向

に呈す。

形態的には６号墳無蓋高杯Ａと

同様。

杯の体部上面及び底部との境界
が大きく段をなすものと，鈍い稜
をなすものがある。
脚部に３方向２段透しを呈す。

形態的には６号墳無蓋高杯Ｂと
ほぼ同様。

口縁下に一条又は二条の鈍いへ

ラ凹線を施す。

脚部の透しはなく，脚中間に二
条のへラ凹線を施す。
脚は裾に至ってラッパ状になり，

裾端の段は稜をなす。

杯口縁径の方が脚

裾径より大きい。

杯口縁径と脚裾径

がほぼ同じである。

腿

砿
Ａ
｜
砿
Ｂ

9５

9６

口頚部は外反した上に段をなし，
また外上方に広がるものである。

口縁下に一条のへラ凹線を施し，
体部肩及び肩上面にも一条づつへ

ラ凹線を施す。

体部及び底部は丸みがかっている。
口頚部はＡタイプより細く絞り

長くなり ツ ロ縁に至って大きくラ

ツパ状になるものである。

体部肩面は丸みをもち，底部は
尖りぎみになる。

施文はＡタイプと同様である。

口縁外面から内面にかけ

てヨコナデを施す。

底部の調整は粗雑である。

焼成は甘い。

器形的には古く見

せているタイプとし

て考えられる。（羨
道端より出土｡）

､

壷

短
頚
壷
Ａ

ｌ
短
頚
壷
Ｂ

106

1０７

１

113

口頚部はやや外反し，端部は水
平方向にひねり出され丸くおさめる。

体部肩から上面にかけてへラ凹

線を四条施し，ヘラ状のもので列
点文も施されている。

体部肩面から底部にかけて鈍く

へラ削りが見られ，底部は平らに
なる ◎

口頚部は短く，垂直方向又はや

や内傾する。

113のみ極端に短い口頚部になる。

体部肩面に一条又は二条のへラ

凹線を施す。

109と113は施文をしないもので

ある。

体部肩面から底部に至って，粗
いへラ削りを施し仕上げとしている。

底部はやや丸みがかるものと，
扇平なものになる。

体部上面から口縁にかけ

てヨコ櫛状のもので調整さ
れている。

ロ縁から内面にかけてヨ

コナデを施す。

ロ縁部から体部肩に至っ

てヨコナデ又はナデを施す。

へラ削りは粗雑でシャー

プさはない。
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8号墳出土須恵器観察表（図版53）

6号墳周溝出土須恵器観察表（図版49～52）

器形
器
号
土
番 形態の特徴 手法の特徴 備考

杯
杯
Ａ

130

１

１３２

たちあがりは内傾し，先端は丸

くおさめる。

受部は短く，先端はやや外上方

向にのび丸くおさめる。

底部のへラ削りはシャー

プさはない。

132の底部内面には同心

円文が残される。

古く見せるタイプ

として考えられる。

。

１３１は蓋１２３とセツ

トをなす。

器形
土
番
誉
言
形態の特徴 手法の特徴 備考

壷

長
頚
壷
Ａ

ｌ
台
付
長
頚
壷
Ａ
ｌ
台
付
長
頚
壷
Ｂ
’
広
口
壷

114
●

115

1１６

117

118
●

119

口頚部は若干外反しながら外上

にのび，先端は丸くおさめる。

口縁から頚部にかけてヨコナテ，

を施す。

114の体部は丸くなり ，

部はやや肩が張っている。

１１５の体

両者とも肩面に一条のへラ凹線

を施す。

前者の底部は完全に平ら部が作

られ，後者は肩平ぎみである。

体部から底部にかけて粗いへラ

削りを施し仕上げとしている。

口頚部は長頚壷Ａと同様。

体部上面は肩平ぎみになり肩部

が張る。

ヘラ凹線を肩部に二条と，体部

下に一条施し，脚は裾部近くで､内

湾ぎみになり，鈍いへラ凹線が二

条見られる。

３方１段透しを施す。

口頚部は長頚壷Ａと同様。

体部上面は丸みが見られ，二条

づつのへラ凹線が体部下面にかけ

て３段めぐらし，列点文を施す。

脚はラッパ状に広がり，１方向

１段透しを施す。

口頚部は外反しながらのび，先

端は水平方向にのびその近くで段

をなすものである。

頚部上面に列点交を施し，頚部

中間に二条のへラ凹線を施す。

体部は肩が張りぎみになり，１１９

は丸くなる。

体部肩から底部にかけてへラ削

りを施す。

底部は扇平ぎみで､あり，１１９は丸

みの底部が考えられる。

ヘラ削りは粗雑でシャー

プさはない。

体部肩下に貝状のもので

刻み状の施文を施している。

体部及び底部のへラ削り

(ま粗い仕上げになり，シャ

－プさはない。

横
瓶

120 口頚部は外反し，先端は丸くお

さめる。

体部は横にした卵形になる。

体部は格子目叩きが薄く残り，

体部内面は明瞭に同心円文が見ら

ｵ〆しる 。

ロ縁部及び頚部にヨコナ

テ緯調整を施す。

体部は格子目叩きの後，

カキ目調整をする。

雲
大
型
嚢

1２１ 口頚部は外反し，ひねり出した

口縁I土へラ調整により断面三角状

をなし ， 上方， 水平方向，下方向

にそれぞれ尖る。

体部はやや肩が張り，底部は丸

底であるが尖りぎみlごなる。

体部は格子目叩き後にヨ

コグシ状の調整を施す。

内面に同心円文を残す。

形態的には５号墳

出土蜜と同じである。
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8号墳出土須恵器観察表（図版53）

１２８

●

1２９

5８

器形

杯

椀

高
杯

器

杯
Ａ

蓋
Ａ

蓋
Ｂ

塞
坐
〈
し

蓋
，

椀
Ａ

椀
Ｂ

有
蓋
高
林
Ａ

通
商
杯
Ａ

小
型
琳

器
睡
土
悉

1３０

１

１３２

１２２

●

1２３

１２４

●

125

１２７

133

１３４

Ｃ

ﾕ３５

１４１

●

14#２

１４３
●

1414

1３９

形態の特徴

受部上面にへう凹線を－条施す。

底部はImi平になり，粗いへラ削

りを施し仕上げとする。

天井部は扇平になり，天ﾉI:部と

11縁部の境界に一条のヘラド11線又

は稜をなし，明瞭である。

’-1縁部は内湾ぎみになり．先端

Iま丸くおさめる。

天井部は粗いへラ削りを施す。

天井部は扇平ぎみになり，粗い

へラ削りを施す。

口綜部は内湾ぎみになり，先端

は丸くおさめる。

!i緑部はヨコナデを施す。

天井部は扇平になり，中央に低

い乳片形つまみを付ける。

11織部は蓋Ｂと同様。

天井部は完全に平ら部分が作ら

れ，明瞭な稜が見られる。

li誌部は蓋Ｂと同様。

126のみlLI縁部が垂直に下Iこの

び，端は丸くおさめる。

体部と1.1縁部が内湾しながら外

上にのび，１１縁部はいったんふく

らんでから上方に尖る。

ｎ隷下に．-条のへラ凹線を施す。

底部は完全に平ら部分が作られ，

体部との境界部分(こへラ削りを施す。

いったん体部は外上方向に内湾

しながらのび，口縁部が外上に直

線的にのびる。

端部I土へラ調整により丸くおさ

める。

l-i縁ﾄ゙ に指頭による1111線又は稜

をなす。

底部にやや外に張った高台をつけるｂ

杯部たちあがりは短く内傾し．

端部は尖る。

受部は比較的短く，端は外上に

ややのびる。

受部上面に鈍く・条のへラIMI線
を施す。

杯底部及び脚部欠失。

４号墳出上無蓋高杯Ｃと同様。

(短脚がつく｡）

4号戦出土器台の子持j:１１と同形鰻

長頚壷を小咽化したもの。

手法の特徴

へラ削りのシャーーフ癖さは

ない。

天井部とＩｉ綜部の境界が

不明瞭になっている。

天井部にヨコグシ状の調

整を施す。

天井部と口緑部の塊界が

不明瞭である。

休部上面から1-1緑・口縁

内而にかけてヨコナデを施

す。

内面に暗叉状の施しが見

られる。

口縁部Iまへラ調幣後にヨ

コナデを施す。

備 考

型式的には占い特

徴をもっている。

123は８号墳Ｂ万

室より出こし,杯]3１

とセットをなす。

瓦器
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5号墳出土須恵器観察表（図版54）

8号墳出土須恵器観察表（図版53）

器形

杯

雁袈裟

・僻号

1５０

形態の特徴

天I:部は３分の２ヘラ削りを施

す。

天井中央のつまみ部が欠失して
いる。

天井部と１１綜部の境界に明瞭な

稜が見られる。

手法の特徴

器形的に妹初期のおもか

げを磯すが，ヘラ削りの範

囲は狭くなり，粗雑であり
シャープさは見られない。

備 考

古く見せるタイプ

として考えられる。

器形

高
杯

壷

無
蓋
高
林

頚

器
珊
上
番

1４９

1４６

1４

形態の特徴

６号墳出-k無蓋高杯Ｃと同様。

体部中間と底部との境界に稜を
なす。

脚は２方向２段透Ｌ壷施し，脚
中間部分に二条のへラ凹線を施す。

６号墳州上短頚壷Ｂ(ﾕ１２．１１３）

と同様。

乎法の特徴 備考

器形

壷

純
頚
壷
Ａ

知
頚
壷
Ｂ

短
頚
壷
Ｃ

広
而
壷
Ａ

広
川
蒲
Ｂ

七器：
､鮮毎．

1３６

1３７

138

1４０

1４５

形態の将徴

ｕ頚部は長頚壷の頚部が短くな

った形;こなる。
休部ﾙi面がやや張りぎみに丸く

なる。

底部は平ら部分が作られる。

［:頚部が短く内傾し，端部は丸

くおさめる。

休部ﾊi面が張りぎみに丸くなる。

体部~効､ら底部にかけて細し､へ

ラ削りを施す。

底部は扇平ぎみになる。

形態的にはＣ主体出土短頚壷B

l37とＭ様。

ＬI頚部が垂直にｌ方へのび，端

部を丸くおさめる。

ｎ頚部がゆるやかに外上に外反

する。

体部は眉が張りぎみに丸くなる。

体部下から底部にかけて粗いへ

ラ削りを施す。

底部は而平である。

ｎ緑部は欠失しているが，頚部

は外上に外反しながらのびる。

頚部に櫛描き波状文を施す。
体部Ｍは丸くなり，ハj相当部に

鷺条のへラ凹線を施し，そのドに

列点久を施し柿拙き波状文もだぶ

らせている。．

底部は尖りぎみに丸くする。

手法の特徴

全体的に粗雑さを感じる。

へラ削りはシャー･プさは

兄られない。

へラ削りはシャー･ブさは

見られない。

備 考

堤頚壷の退化形態

か。

８号噛Ｃ上体出土。

８号墳Ｃ主体出土。

８号墳乃主体出土。

８号墳Ｂ主体出-典。

６号墳周溝出生製

121のlLI緑部とＭじ。

８号墳Ｃ磁体出土。
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3号墳出土土器観察表（Ｐ-23．挿図第27図）

5号墳出土須恵器観察表（図版54）

弥生土器観察表（図版55）

1７２

6０

器形

壷
形
上
器

壷
棺

-f涜巽

､ifや-号

1５２

153

1５４

1５５

出土地

１号墳封
土中

2号噛封
土中

ＳＫＯ２

３号墳封
土中

形態の特徴

口頚部が欠失し，体部の器形は

卵形になり，タテにへう調整を施

す。

‘ド底をもつ。

複合LI縁になるＬｉ縁部は内傾し，

先端は丸くおさめる。

頚部ゆるやかに外反し，縦櫛調

整を施す。

体部は細長の卵形になり，縦及

ぴ斜櫛調慾を施す。

平底部が狭く作られる。

体部がややふくらむ器形をなし，

斜グシ後に縦・横・斜にへう磨研

を施す。

口頚部及び底部が欠失するが，

体部上面の肩が張り気味になる。

長頚表の体部か。

ｆ法の特徴

11緑部に横櫛が見られる

が波状文の省略か。

壷の口頚部及び体部上Iiii

を割って使用し，蓋も体部

から割って蓋とするもの。

休部上而に縦・横グシ調

整を施す。

備考

焼成良好。

砂粒を多

景に含む。

焼成良好。

器形

杯

提
瓶

蕊

人
刑
饗

器
号
ｆ
番

1５０

148

1５１

形態の特徴

ｎ縁内而に段をなし，端部は丸

<おさめる。

体部のみであるが，休部上而の

耳は尖りぎみになる。

ｕ頚部は外反し，１１縁部は水平

方向にひねり出され，端部は上下

方向のへラ調整によって角張る。

さらにI:I縁下に断面三角形状の

段をなす。

休部はやや肩が張り，格了･目1111

きが明瞭に残る。

底部は丸底であるが尖りぎみで

ある。

形態的には６号墳出士饗(121）

と大蕊ない。

手法の特徴

焼成も甘い。

備 考

器形

土
師
椀

蓋
号
上
癖 形態の特徴

体部と1-1縁部は外上に内湾ぎみ

にのび端部は丸くおさめる。

口綜外から内而にかけてヨコナ

デを施す。

底部は両｢平ぎみになる。

手法の特徴 備考

焼成良好。
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１６］

1６２

1６３

(西尾）

弥生土器観察表（図版55）

器形

壷
形
ｋ
器

器
台

壷
形
性
器

壷
の
饗

変
形
ｔ
器

高

杯

器
号

●
．
一
癖

』５６

上５７

1５８

164

●

1６５

１５９

○

1６０

166

１

１６９

出-上地

3号墳虫．

-t中

'1号填南

洲

４号墳南

裾

３号墳封

土中

ＳＫ－０６

６号蝋封
土

４号墳封
’三

３号墳封
土

２．３．

８号墳荊
上

形態の特徴

襖合口緑になる「I縁は内湾しな
がら，先端は上にのび平ら↓こなる。
川緑部に七条のへラI1I1線をめぐ
ちし，その下に櫛描きの111形父諾
格子状にダブらして施す。
大きく外反する頚部にも八条の
へラ凹線をめぐらし，・定の間隔
ごとに縦のへラ凹線をダブらせて
施し.さらにその下部に斜凹線を施す。

il瀞郡は大きく外反し,端は角張る。

内面に小さく櫛描き波状文を施す。
ｎ縁部から体部にかけて縦櫛調
雛を施す。
円筒形になる体部催，不定に1８
mⅢ平均の｢11形透しを施す。

器形的には１５６と大差ない。

1-1縁部に鈍くへラ凹線が見られる。
頚部にネル縦櫛文を施し，頚部ド
に断面三角形状の貼付炎榊をなし,刻

ｐ状の施しを呈す。

小破ﾊﾞであるが壷形土器の口緑
部であり，口緑部に二条から阿条
のへラ凹線を施す。
爪形を施す円形浮文の貼付も兄

られる。

159は休部がふくらむ壷形二::器

の底部になり，160は僅かに上げ底
ぎみになる誕形-上器の膳部になり，
体部ドに縦櫛調整が見られる,、

161はかなり磨滅が著しいが，
'-1頚部が外上にのび丸くおさめ，
体部のふくらみ力沙ない器形になる。
162の休部階へラ磨き後タテ刷
毛Ｈ調整を施し，底部は上げ底に
なりくびれ部に指頭による絞りが
兄られ，裾が大きく座がる。
163は小咽の饗にな')，Ⅱ頚部
は外反し，先端は丸くおさめる。
「I縁部はヨコナデを施し，頚部
は横刷:毛日調幣を施し、体部をへ

ラ研磨する｡

膳部は僅か;こ'1げぎみになる。

166は杯部のlT識と休部が内湾

ぎみに外上にのび，先端は丸くお

さめる。

脚部は極端に杯部より大きく鹿
がり，lIl形透しをする。

１６７．１６８は朝顔形に２段にI:緑
が広がり，休部上面は鋭い稜をな

し鋭角をなす。
ｎ縁から体部に縦へラ研磨をする。
169の杯の休部及びL1紗は内湾

ぎみ仁外上にのびる。

脚部の撫仕塵がらない。

手法の特徴

襖合川紬のつぎ目が見ら

れ，工程が理解できる。

透しは外か内方向に透さ

れる。

頚部及び'－１緑内面に粗い

横。斜状の櫛調整を施す。

備考

大型の壷
形ｉ:器に

なる。
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NOL 種類 高 サ 直径 孔径 重量 色調 材質 備考

１ 勾玉 長２４．７×1４．５ 厚８．７ ２．５１．０ 1.3 白透明 水晶 石室東北

２ 耳環 １５．５×１５．５ ０．２ 銅 Ｅ体頭

３ 〃 １６．４×１６．２ ０．３５ 〃 〃

４ 空 玉 5.2 ５．４ ２．０ 1.0 〃 ２個癒着
５ 〃 ４ ８ 5.2 １．０ 0．０８ 銀 計１３個

６ 貝 長４３ ０ 幅２３．０ 厚１３．５ 部欠失

７ 〃 〃 ３３ ０ 〃 ２１ ５ 〃 ７ ５ 〃

８ 〃 〃 ３０ ０ 〃 ２１ ５ 〃現状７ ５ 〃

９ 〃 〃 ３７ ０ 〃 ２３ ５ 〃〃９ ０ 〃

1０ 管玉 1５ ６ ５ ６ ２．０１ ０ 0.9 暗緑色 碧玉 Ａ体頭

1１ 〃 1５ ６ ５ ７ ２２０ ８ １ ０ ノ 〃 〃

1２ 〃 1６ ６ ５ ８ １ ８ １ ０５ ノ 〃 〃

1３ 〃 1６ ０ ６ ０ ３ ５１．０ ０ 9５ ノ 〃 〃

1４ 〃 1８ ５ ５ ９ １ ８ １ ２ ノ 〃 〃

1５ 〃 1８ ５ ６ ０ ２ ０１．０ １ ２ ノ 〃 〃

1６ 〃 1９ ０ ６ ８ ２５０ ８ １ ７ 〃 〃 〃

1７ 〃 1８ ０ ６ ９ ２００ ８ １ ６ 〃 ノ ノ

1８ 〃 1９ ５ ７ ０ ２４０ ８ １８ 〃 ノ ノ

1９ 〃 2０ ０ ６ ４ ２３０ ８ １ ５ 〃 ノ ノ

2０ 〃 2０ ９ ６ ５ ２５１ ０ １ ７ 〃 ノ ノ

2１ 〃 2１ ４ ６ ３ ２０１ ０ １ ７ 〃 ノ ノ

2２ 〃 2４ ３ ９ ５ ２００ ８ ４ ４ 〃 ノ ノ

2３ 算盤玉 ９ ０ 1１ ０ ４０１ ０ １ ３ 白透明 水晶 Ａ体左手頚
2４ 丸玉 ７ ５ ９ ４ ３２１ ０ ０ ９ 〃 〃 〃

2５ 〃 ７ ７ ９ ２ ３０１ ２ ０ 8５ 〃 〃 〃

2６ 〃 ６ ８ 1０ ３ ３ ０ ０ 9５ 〃 〃 〃

2７ 〃 ７ ６ 1０ ６ １ ５ ０ 9６ 濃 青 ガラス Ａ体頭

2８ 〃 ６ ７ ８ ７ １ ８ ０ 6５ 〃 ノ 〃

2９ 〃 ５ ５ ９ ５ ２ ０ ０ ８ 〃 ノ 〃

3０ 〃 ５ ６ ８ ４ １ ７ ０ ６ ノ ノ 〃

3１ 〃 ８ ５ ８ ６ ２ ０ １ ０ ノ ノ 〃

3２ 〃 ７ ０ ９ ６ １ ７ ０ ９ ノ ノ Ａ体左手頚
3３ 〃 ８ ３ ９ ６ １ ５ ０ 9５ ノ 〃 〃

3４ 〃 ８ ５ 1０ ２ ２ ０ １ ０８ ノ 〃 〃

3５ 〃 ６ ４ ７ ８ １ ２ ０ 6５ 〃 〃 〃

3６ 〃 ５ ６ ７ ６ １ ３ ０ 4５ 〃 〃 Ｅ 体頭
3７ 〃 ５ ８ ７ ３ １ ２ ０ 4５ 〃 〃 〃

3８ 〃 ５ ０ ７ ２ １ ５ ０ ４ 〃 〃 Ａ 体頭

3９ 〃 ６ ０ ９ ５ １ ７ ０ 7５ 〃 〃 〃

4０ 〃 ６ ７ ８ ９ １ ７ ０ 7５ 〃 〃 〃

4１ 〃 ８ ３ ８ ８ １ ５ ０ 9５ 〃 〃 〃

4２ 〃 ８ ２ ８ ７ １ ６ ０ 8５ 〃 〃 〃

4３ 〃 ６ ０ ８ ７ １ ０ ０ 6５ 〃 〃 〃

4４ 〃 ４ ９ ６ ４ １ ２ ０ ３ 〃 〃 〃

4５ 〃 ４ ２ ６ ７ １ ５ ０ ３ 〃 〃 Ｅ 体頭

4６ 〃 ３ ５ ４ ７ １ ２１．０ ０ 1５ 〃 〃 〃

4７ 〃 ４ ５ ５ ０ １ ０ ０ ２ 〃 〃 〃

4８ 小玉 1℃８ ２ ７ １ ０ ０ 0２ 青 〃 Ａ体頭
4９ 〃 2.0 ３ ５ １ ０ ０ 0６ 〃 〃 ノ

5０ 〃 ２ ３ ２ ９ １ ０ ０ 0３ 〃 〃 ノ

5１ 〃 ２ ２ ３ ２ ０ ９ ０ 0５ 〃 〃 ノ

5２ 〃 ２ ２ ３ １ １ ０ ０ 0５ 〃 〃 ノ

5３ 〃 ２ ２ ３ １ １ ０ ０ 0５ 〃 〃 ノ

5４ 〃 ２ １ ３ ４ １ ０ ０ ０６ 〃 〃 ノ

5５ 〃 ２ ３ ２ ９ １ ０ ０ 0３ 〃 〃 〃

5６ 〃 １ ７ ３ ６ １ ２ 〃 〃 〃

5７ 〃 ２ ０ ３ ７ ０ ９ 〃 〃 〃

5８ 〃 １ ８ ２ ９ ０ ９ 〃 〃 〃

5９ ノ ２ ０ ３ ５ １ ３ 薄い青 〃 〃

6０ ノ ２ ６ ３ ８ ０ ９ 青 ノ 〃

6１ ノ １ ９ ３ ２ １ ２ ノ ノ 〃

6２ ノ ２ ３ ３ ５ １ ０ ノ ノ 〃

6３ ノ ２ ２ ２ ８ １ ０ ノ ノ 〃

6４ ノ １ ６ ３ ２ １ １ ノ ノ Ａ 体

6５ ノ １ ８ ２ ７ １ ０ ノ ノ 〃
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NOL 種類 高サ 直径 孔径 重量 色調 材質 備考
6６ 小玉 1.8 ３．１ 1．２ 青 ガラス Ａ体
6７ 〃 １ ８ ２ ９ １ ０ 〃 〃 〃

6８ 〃 １ ４ ３ ２ １ ］ 〃 〃 〃

6９ 〃 １ ８ ２ ７ ０ ９ 〃 〃 〃

7０ 〃 ２ ７ ３ ５ １ ０ 〃 〃 〃

7１ 〃 １ ６ ３ ０ １ １ 〃 〃 〃

7２ 〃 １ ６ ３ １ １ ０ 〃 〃 〃

7３ 〃 １ ７ ２ ９ １ ０ 〃 〃 〃

7４ 〃 １ ７ ３ ２ ０ ９ 〃 〃 〃

7５ 〃 １ ６ ３ ０ １ ０ 〃 〃 〃

7６ 〃 １ ８ ３ ０ ０ ９ 〃 〃 〃

7７ 〃 ２ ６ ３ １ １ ０ 〃 〃 〃

7８ 〃 ２ ４ ３ １ １ ０ 〃 〃 〃

7９ 〃 ２ ２ ３ １ １ １ 〃 〃 〃

8０ 〃 １ ８ ３ ２ １ ０ 〃 〃 〃

8１ 〃 ２ ０ ３ ０ １ １ 〃 〃 〃

8２ 〃 １ ８ ３ ０ １ １ 〃 〃 〃

8３ 〃 ２ ２ ３ ２ １ ０ 0．０５ 〃 〃 〃

8４ 〃 １ ８ ３ ５ １ ０ 0．０５ 〃 〃 〃

8５ 〃 ２ １ ３ ４ ０ ９ 〃 〃 〃

8６ 〃 １ ８ ２ ９ １ ０ 薄い青 〃 〃

8７ 〃 ２ ５ ３ ４ １００．８ 青 〃 〃

8８ 〃 １ ４ ３ ０ １ ０ ０．０３ 〃 〃 〃

8９ 〃 １ ９ ３ ２ １ ５ ０ 0３ 〃 〃 〃

9０ 〃 １ ３ ３ ０ １ ３ ０ 0２ 〃 〃 〃

9１ 〃 １ ７ ３ ２ １ ０ ０ 0３ 〃 〃 〃

9２ 〃 ２ ０ ３ １ １ ２ ０ 0３ 〃 〃 〃

9３ 〃 １ ４ ３ ３ １ ３ ０ 0３ 〃 〃 〃

9４ 〃 ２ ４ ３ ２ １ ０ 〃 〃 〃

9５ 〃 １ ６ ３ ６ １ ０ 〃 〃 〃

9６ 〃 ２ ０ ３ ９ １ ２ 〃 〃 〃

9７ 〃 ２ ５ ３ ５ １ ０ 〃 〃 〃

9８ 〃 １ ６ ３ ３ １ １ 〃 〃 〃

9９ 〃 １ ８ ３ ４ １ １ 〃 〃 〃

1００ 〃 ２ ０ ３ ３ １ ３ 〃 〃 〃

1０１ 〃 ２ ３ ３ ４ １ ２ 0．０４ 〃 〃 〃

102 〃 １ ８ ３ ６ １ ２ 〃 〃 〃

103 〃 １ ６ ３ ２ １ １ ０．０２ 〃 〃 〃

104 〃 １ ９ ３ ４ １ ０ 0．０３ 〃 〃 〃

1０５ 〃 １ ５ ３ ４ １ １ 〃 〃 〃

1０６ 〃 １ ５ ２ ５ １ ０ 〃． 〃 〃

107 〃 ２ ０ ３ ０ １ ０ 〃 〃 〃

108 〃 １ ８ ３ ８ １ １ 〃 〃 〃

109 〃 １ ７ ３ ４ １ １ 〃 〃 〃

llO 〃 ２ ２ ３ ４ １ ０ 〃 〃 〃

ｌｌｌ 〃 １ ６ ３ １ ０ ９ 〃 〃 〃

1１２ 〃 １ ８ ３ １ １ １ 〃 〃 Ａ 体頭
1１３ 〃 １ ８ ３ ３ １ １ 〃 〃 〃

114 〃 １ ８ ３ ５ １ ２ 〃 〃 〃

1１５ 〃 ２ ６ ３ ４ １ ０ 〃 〃 ．〃

1１６ 〃 ２ １ ３ ５ １ １ 〃 〃 〃

1１７ 〃 １ ７ ３ ４ １ ０ 〃 〃 〃

118 〃 ２ ３ ３ ２ １ ０ 〃 〃 Ａ 体
119 〃 ２ ３ ３ １ １ ０ 〃 〃 〃

１２０ 〃 ２ ５ ３ １ １ １ 〃 〃 〃

1２１ 〃 ２ １ ３ ４ １ ２ 〃 〃 〃

1２２ 〃 １ ７ ３ ４ １ １ 〃 〃 〃

1２３ 〃 １ １ ２ ８ １ １ 薄 い青 〃 〃

124 〃 １ ８ ３ ０ １ ０ 〃 〃 〃

1２５ 〃 ２ ５ ３ ３ １ ０ 0．０６ 青 ノ ．〃

1２６ 〃 １ ８ ３ ５ １ ０ 〃 ノ 〃

1２７ 〃 １ ８ ３ ６ １ １ 〃 ノ 〃

１２８ 〃 ２ ２ ３ ８ １ ０ 〃 ノ 〃

1２９ 〃 １ ９ ３ ８ １ １ 〃 ノ 〃

1３０ 〃 ・２－４ ３－７ １．０ 〃 ノ 〃



〃

2号墳出土装身具類観察表（単位mnlog）

（
第
十
六
表
）

〃 〃〃〃

〃

〃〃 〃〃

〃〃 〃〃

〃〃〃

〃ＪＪ〃

〃〃 〃〃

〃 〃〃

１４３ 〃 〃 〃〃

〃 〃〃

〃 〃ノ

〃 〃

〃 〃

〃〃

〃 〃

〃〃 〃Ｊ
宮
Ｊ
宮
ｊ
一
ｊ
宮
Ｉ

〃 〃〃

〃 〃〃

2．１ 〃 〃 〃

〃

〃 〃

3．７１１１．２
３．７１１．２

１．７

2．．１

〃 ﾉノ〃

〃 〃〃

3．１

１．８

2．７１１．１ 〃 〃 Ⅳ

2．５１０．９ 〃 『ﾉ 〃

〃 〃〃

〃 川 〃

〃 〃 〃

〃 〃

〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃

〃

川 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃

6４

NＣ

１３１

諏顛

小Ⅲ

商サ

３．１

直径 孔

0.8

重赴

０．Ｍ

色 調
竿
陶

材賀
ガラヌ

備考

Ａ体

３２

３３

3４

３５

3６

3９

1０

4１

4２

4４

4５

4６

4７

4s

4９

1５０

1５１

5２

5３

5４

5５

5６

5９

6６

6７

6８

6９

7０

7１

7３

l腕釧

１．６

２．０

１．４

２．０

｜、８

１．４

２．１

２‘４

２．０

２．１

２．０

１－６

１．５

２．１

２．２

１．９

２．２

２．］

１．８

1．６

1．８

2．」

2.0

i、７

2．２

2．２

1．８

2.3

1．６

2．２

i、３

７１．５×６２．０

６６．０×５８．５

３．１

３．２

３．７

３．４

３．４

３．０

２．７

３．２

３．３

３０

３．２

３．５

３．４

３．０

２．９

３．４

３．５

３．２

２．８

２．９

２．８

３．０

3.1

３．１

３．１

３．０

３．４

３．，１

２．５

ａ４

３．５

３．６

２‘８

３．０

２．９

１．］

］．］

０．０５

０．０５

０．０６

０．０３

薄い青

岬い宵

罪
円

銅

匝体頭

〃

〃

〃

〃’
〃

画!

断而内側､|吸担

〃’

ｆ



〃

2号墳出土鉄製品観察表（単位c､）

（
第
十
七
表
）

〃

〃

〃

〃

０．９

3号墳出土鉄製品観察表（単位c､）

Jjﾉﾉ

厚

〃〃

〃

１．３

1．２

〃 『『〃

ﾉﾉ〃

〃

〃 FＪ FＪ〃

6５

NＱ

]Ｉ

1２

2４

４４

４６

蓮 知
ｋ刀

吊企典

〃了

鉄鎌

鉄斧

鉄鍛箆被式尖根

〃箆被

〃茎

陽具幹

兵庫鎖

ﾉⅡ途不明金具

辻金具

ｊ：

鮒

鮫金具

命具

鋲

企只

全長

１５．３

１０．０

塊状７．０

1８．７

i８－７

１５．６

現状

］６．０

z５．５

現:Ⅸ

〃５．９

鏡板8.0×６．５

〃７．９×７．５

４．４

７．５

1．７

柵

１．９

１．２

１．０

〃］

〃１．０

〃１．２

部１．１

街約１６．０

〃1６．０

１．０

０．８

０．９

０．４５

蚊大嶋２（

部３．２

,】令Ｉ

『１．０

峠

０．４１５

０．６

０．３

０．４５

袋部２.'1×２．１

０－３

０．３

０．３５

０．３

０．３

０．２

０．２

引手約ｉ７．０
〃１７．５

0.4

残存状態

完〃

〃恢欽に金賑

刈部に欠失あり

刃先欠失

完形

刃先岨蝿

完形片刃

〃両刃

装欠片刃

完形〃

〃両刃

〃刃部脹らむ

形』犬態

ﾉリ

完形

形

定形

Ｊ両刀

ノ片刃

蕊，欠失

刃

|脹らむ

備 考
刃柚部木質

両端

棚

柚

袋内部に木髄

欠柄竹慨」毛に磁巻

矢柄竹.画断面ﾒＬ

矢柄竹質.上に枇巻

22本来でｲ礎出

矢才iV竹盤上に枇巻

矢柄竹寅

矢柄竹盛１２に横巻

鋲部分に何機戒

縦物に鋲２本

〃1本

刷金欠失

MEfrl

NＣ 種 類

刀子

鉄錐尖根

全長

&兇状６

６．５

ノ７．０

1．そ

1．０

l脇
２．９

二．２

上．２

０．９５

０．３５

0．３５

残存状態
〃先

柄部

刃先

幕

柄１１

〃￥

茎部

ﾛに

；4．Ⅲ

に猟

瞳

ＳＫ

ＳＫ・２

飢

〃

不lﾘ;鉄

鎌

鉄嫉平松

ｆＩﾘ１

先

子

ｆ::ﾉＩ

L見状８

７．１

呪状１５，６

５‐５

呪:|ﾉＩ

塊状2.5

〃２．８

〃３－，１

：、８

０．７

０．３５

刑刃の‐部

ll1j析装部

完形

.〃堵部欠

両

刃先

断面椿,:l形

刈部欠仙

刃先脹らむ

令良ハ･〃状

Ⅲ



〃

４号墳Ａ石室出土装飾品観察表（単位ｎm。ｇ）

（
第
十
八
表
）

３ 〃

４ 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1２ 〃

1３ 〃

〃

1８ 〃

1９

ｊ
二
！

〃

〃

3１ 〃

3２ 〃

3.9

3４ 〃

3５ 〃

〃

〃

〃

ノ 〃

〃

ＬＯ

1．１

Ｊ
宮
ｊ
宮
Ｊ
宮
ｊ
Ｉ
－
１

３．４

1．］

1１．２

1．１

1．２

1．１

1．０

ﾉ

１．２

1．０ 菰

6６

Ｎｑ 祁類

耳環

サ 直径
２９．５×２５．７

３０．８×２８．０

３１．２×２９.‘Ｉ

３２．８×２９．９

２７．６×２５．２

２５．８×２３．２

２３･５×２１．４

).５×２２．８

孔径 重髄

1４．９

1４．３

2９．８

2９．３

1４．２

５．７

６．４

７．３

色 調 材質

銅

銅金張

備考

災而腐触が激しい

緑青が噴

大部分の金剥落

2１

2２

2６

２８

4０

1１

4２

4３

Ⅱ

4５

4６

4８

１９

5０

5１

5３

5４

5５

5８

5９

l（

丸；

｜〃

小玉

ｌ〃

＝

1８．４

7’２

7.1

６．５

５．２

３．８

４．７

４．５

７．８

５．０

６．５

６．６

６．８

５．８

６－５

８．３

７．０

８．４

７．５

５．８

５．９

７．０

４．０

６．２

８．２

６．３

５－５

５．３

５．：

６．０

５．４

２．５

ＬＳ

１．８

２．７

２．４

２．０

２．１

２．９

３２

２．４

7.0

9.5

9.8

9.1

8.2

6.4

8.5

8.3

9.0

５．０

8.6

8.5

1０．４

6.7

8.6

9.5

１０．０

9.4

9.5

9.7

8.9

9.2

６．６

Ｓ-３

8.7

8.41

9.2

8.2

7.7

7.8

4.‘Ｉ

４．３。．］

孔５

３．５３．２

３．９

４．０

４．２

。．I

4.0

1．２３．８

４．６３．８

４－８４－０

８３．４

２．０

３．８２．８

２.〔

１．７

２．２

１．５

１．６

２．０

１．５

２．８

１．８

１．８

２．８

１．５

２．０

０１．５

２１．０

1．６５

０．９５

1.0

0.8

０.陽

０．２

0．７５

０．４５

0.2

０．７

０．７

0．９３

0.4

0.7

0.9

0．９５

0．９５

0.9

0.8

0.7

０．９５

0．２５

0.7

0．９５

0．７５

0.7

０．６

0．４５

０．６

ｑ２

０．１

０．０７

0．０７

昭

明るい青みどり

黄みどり

暗い

明るい青

暗い

い青

みどｌ〕

濃い青

暗い青

明るいみ塵り

磯い青

Iﾘｌるいみどり

い青

暗い青

艦い青

略、‘青

IⅢるい青

虻

;:j：るも、背

み

謎

みど‐ｌ〕

、背 ガラス

〃

床土内

ｲｉ室内

切Ｉ

丸土

管玉

1９．６

７‘８

７．０

20.0

２６．２×２３里０

L９．３×

２０２×

１８．８×

２３』８×２１．４

２３．３×２１．６

２３．０×２０．５

２０．０×１８．６

１３．０

1０－２

9.0

７．６

1７．０

８．４

1６．６

３．０

２．０

２．０

５．５

1．７

1．７

1．１

６－５５

７．２

５．７

３．０５

'1.3

1．３

2．２

鉄 錆色

鉄錆色

透明

略い洲

暗いみどり

鉄

鉄銀雌

銅金張

鉄銀張

水，H，

メノウ

碧憤

銀状光沢

腐蝕が激しい

部分腐蝕
痔
元

l簡蝕が激い、

銀状光沢

菅室内
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（
第
十
九
表
）

２

〃 〃

〃

4号墳Ａ石室出土鉄製品観察表（単位c､）

ｊ

’

Ｌ一

Ｌ

'一

Ｌ’

ノ

ノ

ノ

ノ

ｆ

ｆ

ｆ

r

1ＮＣ

１７

■９
１０

Ｌ

Ｉ

2４

2５

2６

2８

２９

3０

３１

3４

3７

3８

3９

1９

5１

5２

5３

5'１

」

３
’

種 知
蝿

ﾉﾉ･ア

画

〃

｜〃

〃

｜〃

|戒刀

鉄雄峡箆被尖根

鉄雄箆被尖根

鉄鍛練箆被尖根

鉄蟻箆被尖根

鉄雄煎箆被尖根

鉄鑑尖根

陳箆被

〃箆被

ノ箆被ジ

〃聴箆ネ

〃ノ

〃〃

鞘企共
〃

鋲

不明金｣↓

鉄鑑開i快式，ド根雛

i綱f卿試輔箆瞭，噸

鉄繊腸挟式下根

鉄雄箆被平根

’尖根

根

尖根

｜令長

ユ６．０

現状Ｉ

現状

』

〃６．Ｕ

〃１：、４

2８－５

現状

〃．

〃１１．７

〃３．０

〃３．８

〃６．冊

〃４．８

〃６．５

8.9

Ｌ５３．０

3.4３．０

3.7

３．２

皿０

】０．０

９．３

XIl状５．８

〃６．４

１０．４

1１．３

８．８

Ｊ１０．０

７．６

』５

『 （i､７

ノ４１．９

３．９

2.7

3.0

Ｆ２．９

r Ij,６

6．】

6.0

昌一９

４－４

１．６

３．９

０．７

､１．７

－２』７

0．１

２．０

〕.５

1．４

2.5

(刃)噸（制

1．７０．９

2.2

1．ｂ

1．３

1．３１．０

０．９

>-８

０.{〕

０．６

０．３

０．６

０．５

0.5

0.5

ユ.０

２．５０．８

２．００．９

２．２０．８
ハ
Ｕ

⑤
皇

２．５０．９

２．２０．８

３．００．８

２．９０．９

３．７０．８

３．０１．０

､４０．９

４０．９

７０．３

’
３

２０．６

２０．８

２０．７

００

００

8(篭間

0５

０．６

４１．０

２０．５

一
心

("）厚（i鋤

０．４０．４

０．５

０△４

０．４０．３

０．１１０△４

１．３

Ｕ,３０．５

０．４

０．３

０．３８

０．３

０．２５

０．２

０．４０．６

０．３

0.Ｚ

Ｃ､３

Ｕ,２５０

０．２０

0.3

､０．２５

０．２５

0．２５

】､5値勘

0．３５

0．２５

０．２５

０．２

0.2

０．２

0.5０．３

0．２５

0．２５

0.3

0‘２５

０．２５

０．２５

穴従0.8×０．８

0．２５０．３

0．２５

0.2

0．２５０．３５

0.2

0．２５０．３

０．３

０．２５０．３

０．３‐０．３一一

０．４

０．３０．５

５０．３

2５０３３

残存状態

刃部損似

形

AI先欠Ⅲ

〃〃

柄部
ﾛ

ﾉﾉ

■

ノノ

〃

〃先部

充形状態

|刃先欠批
〃雌少欠損

完形状態
■~一寺■~■q~鹿一Ｆ

|完形1pii刃

茎

刃先〃
〃〃

〃

〃先部

箆彼部

刃先部

葉部欠帆

箆被割

両

形

完形状態

完

釜端部欠抗

充形

箆被欠失

充形状態

'だ１
｜
″

充形状態一
疋形

泡|蚕而蔭
殖】

，欠批

端部欠州

ｆの

備考
刃断面，≦角形

柄部欠撞

111j関柄未賃蕊戸
雨蚕典柄禾両硬下
柄部木質残存

両

｝１.関

水質残存

柄部木硬残存

IIlIilMJ一
柄部鹿角

iIlj間

茎、竹硬.:舌に識巻

ｌ
ｒ

ハー刃茎有機鷺一
茎ｲ｣.機慨

片〃

'’11j刃

3.0×２．８１』l形
３．０×

'1｢'Ⅲ部(居､水質横Ⅱ

．〃端部に孔あり

|股らみで箆被不明

腸快左先端欠側

|勝快Ａｌ右先端欠揃

腸挟左欠損一
而角のIl1j間

〃

〃

湾lIIlIlj関一
裟'１１央に枇巻跡１
.』角刃,紫木賀残存

j側柄部木質残存

木質１１釘六

〃ノ’残存

〃

’二本篭着

’薬木質残存’

Ｊ
一

5８ 虹〃’， ５．０ ３．３０．５ ０．３５０･５５

ｒＪ

5９

6０

6１

6２

6３

6４

鉄雌〃

蝶頭モ角ﾉﾘ､|と根
鋸堂

鉄斧

馬具轡 鏡板環８．５

Ｌ、１

９．３
．届
■■■胡

２．０

2．７０．５

３．２

４．２３－６

3．５３．０

衡約１６．０

０．２０.Ｉｉ５

０．５

０．４

０．８２．８

０．８２．３

りげ。智１．５

定形状態

形

ﾘ識緬ドi)縦漂うＨ

盤蝋両関茎、水質

先端制;欠撹

袋部折返し作り

ﾉ’縦Ｈなし

’．-ｉ角刃

5６ 』Tl洲 茎先欠描 Il1j間刈先両端欠批
３．８ 2．５０．６ ０．３０．６ 充形状態一一

完形 ’左刃先端欠捌
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『

６

７

〃 〃

里
』0Q,

川 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃 〃

〃〃 〃

〃 〃 〃

2０ 〃 〃Ｊ
１
富
Ｉ
富
Ｉ

川

2１ 〃 〃 川

〃〃 〃

〃〃 〃

〃 〃〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃〃

〃 〃〃

〃 〃 〃

〃 |〃, 〃

3］ 〃 〃 〃

3２ 〃 〃 〃

4号墳Ｂ石室出土装身具類観察表（単位ｍｍｏｇ）

〃

〃〃 〃

〃 〃 〃

7．５１１．５ 〃 〃 〃

川 〃 〃

〃 〃 〃

6.3 川 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

4５ 〃 〃 〃

〃

〃〃

〃 〃〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃

〃

〃

７．７ 〃 〃 〃

〃 fJ川

〃

〃 〃

〃 〃

〃〃 〃

6８

ＫＯ

1０

皿

１２

'２４

'２５

１２６

2７

3３

3４

3６

3８

3９

４０

４．：

4２

４３

４４

|‘

|』
４８

'４９

1５０

1５１
5２

5４

5５

5６

’５８

5９

ﾛ6０
1６１
1６２
6３

唖
唖

樋類

耳環

腎玉

丸’

ノ

｜〃

〃

｜〃

〃

〃
h

ノノ

ロハ

I

’』

ノ
ロ

ｌＪ

』

ｌＪ

〃

ーー

｜〃

〃

、
〃
Ⅱ
〃

高 サ

2０．８

2２．５

2４．０

2７．０

2９．４

8.0

7.］

7.3

7.4

6.4

6.3

6.8

６．９

８．０

６．１

7.8

8.6

7.0

７．０

７．０

7.5

7.5

７．８

6.9

6.2

6.Ｊ１

６．４

7.4

6.5

６．８

７．６

６．９

７．３

７．２

７．５

６．８

7.3

7.3

７．４

７．２

６．５

７．：

７．ユ

６．８

６．０

７．５

７．２

７．３

５．２

４今８

‘1．３

７．３

1．０

1．２

直径
２２．６×２５．７

復元ｉ９．０

８．５

８．８

９．３

８．０

９．２

８△８

８，６

８．４

８．５

Ｒ－Ｏ７－２

８．５

８．１７．８

７．３

８．１７．０

８．４

８．４８．０

８．２

８．６８．２

７．６７．１

8.4

８．０

7.4

７．５

7.5

７．３

８．６８．２

7.6

８．２７．３

７．９７．４

8.7

７．８７．０

８．２７．９

８．２７．６

９．２８．４

８．５８．０

８．３

８．１７

8.3

８．３７．９

８．０

8.2

8.3

８･５８．２

８．９７．７

8.9

8.0７．３

７．２６．７

８．５７．８

７．６

８．１

８．２

8.0

8.4７．４

５．６４．６

５．４

８．１

８．３

７．３

)７．４

７．４

孔径’

3塁０

3.0

ａＯ

3.0

3.0

3.0

１

５ １

､３

０１
函

Ｃｌ
０

璽

1２．８５

２．７

２．９

３．４

３．４５

２．７

３９５

３．８

３．９０

０．６３

０．５８

ｎ－ｊ１

０．６

０．５３

０．４３

０．４２

０．５

０．５

０．５

０．５８

０．３７

０．６

０．５

０．４

0.5

０．１５

０．４８

０．５７

０．５

０．４

Ｏ今４

０．４

０．５５

０－５

0．４５

０．６５

０．６

０．５

０．５

0．５５

０．５５

０．５

０．５３

０．５５

０．６

０．５３

０．６８

０．４

0．４５

0.弱

0.‘‘1５

0．４２

０．５

0.5

0.6.1

0．６５

0．５５

0．５５

0．２８

0．４５

0.5

０．６

色 調

暗いみどり

磯

，帝

材質

銅金張

碧北

･士製

備考

fＩ

‐｜〃

才『室床ｉ弓内’

〃

〃

〃■■

石望床.二円一部久

布室内

床一ｔ内

:I｢室床-ｋ内

床一ｋ内

ｉｆ室床士内

内



(単位､､｡ｇ）

（
第
二
十
一
表
）

6９

4号墳Ｂ石室出土鉄製品観察表（単位c､）

４号墳Ｂ石室出土装身具類観察表

NOL 種類 全長 (刃）幅㈱ (刃）厚へ㈱ 残存状態 備考

４号Ｂ １ 刀子 １４．７ １．６０．８ ０．３５０．４ 完形 両関柄木質残存

〃 ２ 〃 現状７ ３ １ ４０ ７ ０ ２ 刃先欠損 柄鹿角
〃 ３ 〃 ６ ６ １ ００ ６ ０．２０ 2５ 完形 両関

〃 ４ 〃 現状７ ２ １ ４０ ７ ０３０ ３ 刃部約-3-欠損 両関柄鹿角
〃 ５ 鉄鍛練箆被尖根 1４ ３ １ １０ ７‘． ０ 2５０ ３ 完形状態 茎部木質残存
〃 ６ 鉄錐箆被尖根 現状１５ ９ １ ２０ ７ ０ 2５０ ３ 〃 〃.〃

〃 ７ 鉄錐練箆被尖根 1３ １ ２ ８０ ８ ０２０ ３ 完形 直角関茎木質残存
〃 ８ 鉄錐平根 1２ ２ 1虹尤

３．５ ０ ２ 完形状態 茎木質残存
〃 ９ 〃 １１ ０ ３．４ ０ 2５ 完形 両関茎木質残存
〃 1０ ノノ盤頭平根 1２ ８ ３．０ ０ ２５ 完形状態 茎木質残存

〃 １１ 〃〃 1０ ６ ３．３ ０ 2５ 完形 〃

NOL 種類 高サ 直径 孔径 重量 色調 材質 備考
6６ 丸玉 ６．８ ７．９ １．３ ０．５ 黒 土製 石室床土内

6７ 小玉 ２ ２ ４．７ １ ７ ０．０８ 黄 ガラス 石室内

6８ 〃 ２ ８ ４．２３．８ １ ２ 〃 ノ 〃

6９ 〃 ２ ２ ３．５ １ ２ 明るい青 ノ 〃

7０ 〃 ２ ２ ４．０ １ ２ 黄 ノ 〃

７１ 〃 ５ ５ ５．０３．０ １ ８ 青みどり不透明 ノ "黄ガラス癒着
７２ 〃 ４ ０ ４．８ １ ５ ０．１２ 〃 ノ 〃

７３ 〃 ２ ５ ４ ０ １ ０ 〃 〃

7４ 〃 ２ ２ ３ ７ １ ２ 〃 〃

７５ 〃 ２ ３ ３ ４ １ ０ 〃 ノ 〃

７６ 〃 ２ ８ ３ ９ １ ０ 〃 ノ 〃

７７ 〃 ３ ４ ４ ６ １ ２ 〃 ノ 〃

7８ 〃 ２ ５ ３．８３．３ １ １ 〃 〃 〃

7９ 〃 ３ １ ３．２ １ ０ 〃 〃 〃

8０ 〃 ２ ６ ４．２ １ ０ 〃 〃 〃

８１ 〃 １ ８ ３．７ １ １ 〃 〃 〃

８２ 〃 ３ ０ ３．６ １ ０ 〃 〃 〃

８３ ﾉヅ ２ １ ３．５３．２ １ ５ 薄い青透明 〃 〃

８４ ノ １ ５ ３．８３．５ １ ２ 濃 い青 〃 〃

８５ ノ ２ ０ ３．５ １ １ 〃 〃 〃

8６ ノ ２ ６ ４ ２ １．４１．０ ０．０６ 〃 〃 〃

8７ ノ ２ ３ ３ ８ 1．２ 〃 〃 〃

8８ ノ ２ ４ ３ ７ １．１ 〃 〃 〃

8９ ノ １ ８ ３ ２ 1．２ 暗 い青 〃 〃

9０ ２ ３ ３ ６ １．２１．０ ノ 〃 〃

9１ １ ９ ３ ３ １．０ ノ 〃 〃

9２ ノ ２ ２ ３ ９ １ ２ ノ 〃 〃

9３ ノ ２ ３ ３ ８ １ ２ ノ ノ 〃

9４ ノ ２ ３ ３ ４ １ ２ ノ ノ 〃

9５ ノ ４ ２ ４．１３．２ １ １ みどり ノ 〃。

9６ ノ ３ ９ ４．３ １ ０ 〃 ノ 〃

9７ ノ ２ ４ ４ ４ １ ５ 〃 ノ 〃

9８ ノ ２ ４ ４ ３ １ ４ 〃 ノ 〃

9９ ノ ２ ７ ３ ０ １ ０ 黄 ノ 〃

1００ ノ ３ １ ２ ９ ０ ６ 〃 〃

1０１ ノ ３ ５ ３ ４ １ １ ノ 〃

1０２ ノ ３ ２ ３ ３ １ ０ ノ 〃 〃

1０３ ノ ３ １ ３ ５ １ １ ノ ノ 〃

1０４ 〃 ２ ９ ４ ８ １ ４ ノ ノ 〃

1０５ 〃 ２ ５ ４ ５ １ ０ ノ ノ 〃

1０６ 〃 ２ ４ ４ ０ １ １ 〃 ノ 〃

lＯ７ 〃 ３ １ ４ ２ １ ５ 〃 ノ 〃

1０８ 〃 ２ ５ ３ ７ １ ０ 〃 ノ 〃

1０９ 〃 ２ １ ３ ８ １ １ 〃 ノ 〃

lｌＯ 〃 ２ ０ ３ ２ １ １ 〃 〃

1１１ 〃 ２ ６ ３ ３ １ １ 〃 ノ 〃

1１２ 〃 ２ ３ ３ ４ １ ０ 〃 ノ 〃

１１３ 〃 ２ ２ ３ ０ １ ０ 〃 ノ 〃

1１４ 〃 １ ９ ３．６３．３ １ １ 〃 〃 〃

1１５ 〃 １ ９ ３．２ １０ 〃 〃 〃

1１６ 〃 １ ９ ３．２ １ １ 〃 〃 〃

1１７ 〃 ２ １ ３．０ １ ０ 〃 〃 〃

1１８ 〃 ２ ２ ３．１ ０ ８ 〃 〃 〃
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３

６

７

7０

〃〃

〃〃

〃〃 〃

２．２

No.

４
’

種類

』１，環

銅鏡片

謡ｌ；

切子

丸水

］、６

i７．８

1８．８

６．８

直径
２８．７×２５．２

３０．０×２７．０

３０．７×２７．４

州ＴＩ
ＣＯ坐ロ

１０塁５１０△０

８．０

１１．０

２．７６

１．３７．９

孔径

２．０

４．０１．０

l正風

８．９０

1２．６５

現状2.4

５．１５

１．］

2．７５

0.4

色 調

褐色

透明

材償

金

銅金張

砿舶

水

土製

､砺画曙＝理里

状態良〈芯不明

・方端部欠拒FゴgUp■ＵＦ叩■夕己。Ｐ，

火細の錨１げる‐

石室内部欠損

1３ ２．二 ３．］ 明るい青

０
’

Ｉ

２

｜〃

〃凸

一F－－

小玉

馴
一

６．３

２．６

８．０

７．８

２．７

0．３８

みどｌ） ガラス 〃

一
Ｊ

'ノー諏雨；

６号

ノ

〃

〃

ノ

ｐ
－
Ｊ
ｌ

NＱ

３

一
一

Ｊ
釦
＆

５

８
｜

1３

１４

１５

種顛

刃子

･－－＝ー－

〃刃部
自一画■二星.凸凸

〃 柄部
｜〃

〃

Iノイlﾘ部

鉄錐尖根

獄誠疎箆被尖根

全長

現状９．８

１３．８

現状４．２

〃２．６

〃７．７

〃７．８

８．０

現

〃３．６

状８．０

Ｉ４．０

ｌ４．０

５.ｆ

１．３
〃

〃

〃

一＝7J

〃

ノ

ノ

｜〃

■
Ｆ
一

J

１６

１７

１８

1９

２０

2１

2２

2３

2５

２６
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NOL 種類 高サ 直径 孔径 重量 色調 材質 備 考
１ 耳環 ２８．０×２５．０ 6.6 銅金張 腐蝕あり
２ 〃 ２８．０×２６．０ 7.0 〃 〃

３ 〃 ２９．０×２６．５ 1５．７ 銅
４ 〃 現状１．８ 金 なく管状
５ 〃 ２９．１×２６．４ 1７．３ 銅 腐蝕あり
６ 〃 2９ ７×２７ ２ 1６ ３ 銅金張 約半分金欠損
７ 〃 3１ ３×２９ ０ 1７ ９ 銅 腐蝕あり
８ 〃 2６ ３×２３ ０ ５ ８ 銅金張 〃

９ 〃 2６ ５×２３ ６ ７ 1５ 〃 〃

1０ 〃 2５ ８×２３ ８ ６ ８ 銅 腐蝕激しい
1１ 〃 2４ ８×２２ ２ １０ ０ 銅金張 腐蝕あり
1２ 〃 2６ ８×２３ ５ 1４ ９ 〃 〃

1３ 〃 2７ ２×２４ ４ 1４ 9５ 〃 〃

1４ 〃 2７ ２×２３ ６ ８ ４ 銅 腐蝕激しい
1５ 〃 2２ ２×２０ ４ ７ 7５ 銅金張 状態良
1６ 2２ ３×２１ ０ ９ 5５ 〃 〃

1７ 2２ ８×２１ ３ ６ 9５ 〃 腐蝕あり
1８ トンボ玉 ９．３ 1０．０ 2.8 １ 0８ 黄にみどり目玉 ガラス 石室内
1９ 〃 １０ ６ 1１．４ ２ 2７ 現状1.52 青みどりに黄玉 〃 石室内欠損．
2０ 喪玉 1３ ６ 1２．７１０．０ ３ ０２．２ 1.2 茶褐色 琉狛 石室内
2１ 〃 1８ ７ 1２ ８１０．４ ２ １ 1.7 黒 〃 〃

2２ 〃 2２ １ 1６ ２１１．３ ２ ５ ２．４ 茶褐色 〃 〃

2３ 〃 3１ ６ 1７ ５１５．２ ３ ０ 現状4.63 茶 〃 石室内一部欠損
2４ 丸玉 ８ ０ 1０．９ ４ ０３．２ 1．４７ 薄いみどり 滑石 ノ

2５ 〃 ６ ８ 1０ ０ ３０２ ０ 1．３３ 白みの黄 〃 ノ

2６ 〃 ８ ５ １０ ６ ３０２ ５ ２．２２ 白 〃

2７ 〃 ８ ６ 1０ ８ ３０２ ２ 1．７７ 白みの黄 〃
０
〃

2８ 〃 １０ ５ 1５ ０ 1０ ５１５ ０ 3．８３．０ みどり銀色あり 〃 ノ

2９ 〃 ５ ５ ８ ８ ３０２ ５ ０．９７ 銀芯みどり 〃 〃

3０ 〃 ４ ９ ９ ２ ３０２ ５ みどり 〃 〃

3１ 〃 ６ ２ ９ ３ ２８２ ０ 1．２ 白 〃 〃

3２ 〃 ４ ８ 1０ ３ ２ １ 白みの黄 ノ 〃

3３ 〃 ６ ５ １０ ３ 1．３１ 薄いみどり ノ 〃

3４ 〃 ５ ２ ８ ２ ２．８２．０ 1．０７ みどり白 ノ 〃

3５ 〃 ４ １ ８ ４ ４ ５ ０．４７ みどり ノ 〃
●

3６ 〃 ４ ６ ８ ８ ４ ０３．５ ０．９ 薄いみどり白 ノ 〃

3７ 〃 ４ ３ ８ ６ ４ ３３．５ 薄いみどり ノ 石室内現状計測
3８ 〃 ４ ４ ８ ５ ３ ２２．８ ０．３８ 白 ノ 〃

3９ 〃 ４ ５ ８ ５ ４ ５ ０．６３ 薄いみどり ノ 〃

4０ 〃
口

３ ４ ８ ３ ３ ０ 〃 〃

4１ 〃 ６ ５ ７ １ ２ ０１．７ みどり黄 〃

4２ 〃 ３ ９
/
０ ６ ９ ３ ５３．０ 白みの黄 ノ 石室内半裁

4３ 〃 ５ ６ ９ １ ２ ７ 黄みどり ノ 〃

4４ 〃 ６~６ ２ ２ 白みの黄 ノ 〃

4５ 〃 ４ ０ 約５ ０ ．〃 ノ 〃

4６ 〃 ５ ２ 土製状黄 〃 〃

4７ 〃 ６ ０ 外白みの黄内薄いみどり 〃 Ｉ〃

4８ 中玉 ３ １ ４．８ 1．２ 0．１２ 濃い青 ガラス 石室内
4９ 丸玉 ４ ８ ６．４５．９ １ ５ ０ 2８ 〃 滑．石 ノ

5０ ノ ４ ５ ６．９ １ ８１．５ ０ ３ ノ 〃 ノ

5１ ノ ６ ０ ８．３ ２ ０ ０ ６ ノ ノ ノ

5２ ノ ６ ２ ８．２７．５ １ １ ０ 6７ ノ ノ

5３ ノ ４ ５ ７．３ １ ６ ０ 3５ ノ ノ ノ

5４ ノ ６．８５．９ ６．９、５．６ ２ ５ ０ 3６ 〃 ノ ノ
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8号墳Ｃ石室出土装身具類観察表（単位、．ｇ）

8号墳Ｃ石室出土鉄製品観察表（単位c､）

NOL 種類 高 サ 直径 孔径 重量 色調 材質 備考
１ 耳環 ２６．０×２２．６ 5.7 銅金張 金；島童少残る
２ 小玉 ２．２ 3.2 1．１ みどり ガラス 石室内
３ 臼玉状 ３ ４ ４．０ １ １ 赤 茶 〃

４ 〃 ２ ５ 3.6３．２ ２ ０１．５ 〃 〃

５ 小玉 ２ ５ ５．０ １ ７ 0．０８ 濃 い青 ガラス 〃

６ 〃 １ ９ ２．８ １ １ 青みどり 〃 〃

７ 〃 １ ９ 3.0２．８ １ ０ 〃 〃 〃

８ 〃 ２ ５ ３．３ １ ０ みどり 〃 〃

９ 〃 ２ ５ ３．７ １ ４ 青みどり 〃 〃

ＮＯＬ 種 類 全長 (刃)幅柄 側厚㈱ 残存状態 備考
８号Ｃ １ 鉄鍍箆被平根 1２．３ ２．４０．７ ０．３０．３５ 刃一部欠損 直角両関
〃 ２ 鉄錐片 ４．０ ０．７ 茎部分 竹質上に横巻
〃 ３ 鎌 鎌先端部

NOL 種類 高 サ 直径 孔径 重量 色調 材質 備考
１ 耳環 約20.0×18.0 現状0.8 銅 腐蝕激しい
２ 〃 ２０．０×１９．６ １．２５ 〃 〃

３ 小玉 1.3 ２．７ 1.0 青 ガラス 石室内
４ 〃 ２ １ ３．３ １０ 〃 〃 〃

５ 〃 ２ １ ４．１３．８ ２ ０ 濃い青 〃 〃

６ 〃 ２ ８ ４．１３．９ １ １ 〃 〃 〃

７ 〃 ２ ６ ４．７ １ ７ 青みどり 〃 〃

８ 〃 ３ ７ ４．２３．９ １ ２ 〃 〃 〃

ノ NOL 種 類 全長 (刃)幅㈱ 側厚㈱ 残存状態 備考
8号 １ 錨． 2２．２ ２．１ 0.6 完形 柄部鹿角
〃 ２ 〃 現状４ ７ ０ ９ ０ 2５ 刃先欠損 〃〃

〃 ３ 刀子 〃８ ３ １ ０ ０ ４ 刃部
〃 ４ 〃 〃 ９ ６ １ ６０．３ ０ ８０．２５ 刀先，柄部欠損 両関
〃 ５ 〃 〃１０ ７ １ ６１．２ ０ 2５０．２５ 刃先部欠損
〃 ６ 〃 〃１１ ５ １ ６ ０ ４ 刀先部 〃 柄，木質残存
〃 ７ 〃 1２ ３ １ ３ ０ ３ 完形 〃〃

〃 ８ 〃 1２ ８ １ １０．８ ０ 3２０．２５ 〃 〃〃

〃 ９ 〃 1５ ２ １ ４ ０ 3５ 〃 〃
， 鹿角

〃 1０ 直刀 現状１９ ０ ２５． ０ ５ 刀部約÷
〃 1１ 〃 〃２１ ７ ２ ９１．８ ０ ５０．９ 〃 両関NQ10と一対か
〃 1２ 〃 〃１０ ０ ２ ３１．５ ０ 4８０．４５ 柄部
〃 1３ 鉄錐腸挟式平根 〃５ ０ ２ ５ ０ ４ 茎部欠損 腹挟左右欠損
〃 1４ 〃箆被式〃 ９ ８ ３ ６１．０ ０ ４０．５ 完形 湾曲両関
〃 1５ 〃竪頭式〃 現状１０ ６ ４ ６０ ７ ０．５０ 5５ 完形状態 茎先端部欠損
〃 1６ 〃三角召式〃 1２ ７ ３ １０ ５ ０．５０ ５ 完形 蕊頭鑑と癒着
〃 1７ 〃塾頭式〃 1２ ９ ２ ８０ ６ ０．４０ ６ 〃

〃 1８ 〃〃〃 現状７ ０ ３ １０ ５ ０．４０ 3５ 一部欠損
〃 1９ 鉄斧 １１ ４ ４ ２３ ２ 1.0２ ４ 完形 袋部継目なし
〃 2０ 鎌 1９ ５ ３．３ 0.5 〃

〃 2１ 〃 2４ ６ ４．２ 0.8 先端部欠損 全体に脹らむ
〃 2２ 刀子，片 柄端部 目釘及び木質残存
〃 2３ 柄，金具 断片 内部木質
〃 2４ 不明金具 2.7 ０．９ ０．９ 完形 管状に木質残存
〃 2５ 刀子，柄 現状３．９ １．５ 断片 柄に木質残存
〃 2６ 〃〃 〃３．０ １．２ ０．６ 〃 両関，柄木質残存

NOL 種 類 全長 側－幅㈱ (刃）厚㈱ 残存状態 蒲考
８号Ｂ １ 刀子 現状７．３ １．２ 0.2 一部欠損 柄,木質の上に鹿角
〃 ２ 鉄片 ﾉ０ ５．９ ０．７ ０．６ 茎部 竹質の上横巻



Ⅵ総 括

１ まとめと若干の考察

第25表東山鳶が森古墳群の

遺構名 墳丘(直径） 石室形態 主軸角度 開口方位 石材使用法 石材種類 床面施設 閉塞施設 外部施設 状態

1号墳(Ａ主体） １１ｍ 竪穴式石室 磁北 横積 割石 玉石敷 全壊寸前

〃（Ｂ主体） 〃 N44oE 〃 〃

2号墳 13ｍ 横穴式石室 Ｎ53･52'Ｅ 西南西 小口石積 割石 〃 土と石 良好

3号墳 １２ｍ 竪穴式石室 112･30’Ｅ 基底横積 〃 〃 床面のみ

4号墳(Ａ主体） 13.7ｍ 横穴式石室 Ｎ31.11'Ｅ 南々 西 横積主体 〃 板石＋玉石 土と石 周溝 半壊

〃（Ｂ主体） 上記の中 〃 N47oE 西南西 〃 〃 玉 石 〃 〃 〃

6号墳 19ｍ 〃 Ｎ２．１１'Ｗ 南々 西 〃 〃 玉石と一部割石 〃 〃 〃

8号墳(Ａ主体） １４ｍ 〃 Ｎ２６．４‘４０"Ｅ 〃 〃 〃 玉石と一部小角磯 〃 〃

〃（Ｂ主体） 上記の中 〃 Ｎ67.Ｗ 西南西 小口石積、 〃 玉 石 〃 〃

〃（Ｃ主体） 〃 全壊寸前

当古墳群の調査は1978年～1979年の２か年に亘って，２回の実働100日余りをかけて実施

したものである。本調査地は全体的に緩斜面となり，各墳丘の大半の封土は流失または２次

・３次的開墾により，当初の地形は大きく変貌していた地域と言える。これまで当調査地に

は３基の古墳の存在が知られていたが，全面調査することによって１～８号古墳の外，木棺

葬，壷棺葬等の検出を見たものである。

１号墳については，主体部が全壊及び全壊寸前の状態であったことから，本文で前述した

域を出ない状況であるが，石室掘り方及び基底石の配置等により竪穴式石室としての要素が

強く，２石室を同時期に構築したものとして解される。さらに古墳石室内からの出土の要素

が強いと考えられる無蓋高杯は４号墳出土高杯Ａ類に，短頚壷も４号墳出土短頚壷Ｂ類に同

形態として分類できることにより，４号墳と平行する時期として考えられるが，当墳の築造

時期については資料不足のためさし控えるものである。

２号墳は当調査地区中唯一の処女墳であった。当墳の石室形態は外面的には竪穴式を思わ

すが横穴式石室になり，羨道部のほとんどが省略化され，玄室相当部に直接閉塞施設をなす

もので，入口相当部は閉塞石を側壁の中にはさみ込む形状に閉塞をするものである。また，

石室の構築は小口の割石を中心に側壁を積み，天井石は緑泥片岩系の大きな板石を使用し，

石室床面施設は小粒の玉石（川原石）によって敷くものであった。次に石室床面から検出さ

れた６体分の歯牙は，ほぼ原位置として考えられ，Ａ体（成人男子）は石室内状況により最

後に被葬されたものであり，先の被葬者が整理されたものとして解される。これらの外，出
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土遺物から比較的短期間に追葬された

ものと推察される。また，石室内出土

の直刀（120cm)は当平野最長クラスに

なり，Ｘ線撮影により目釘穴の発見の

成果を得た他，前述のごとく一括の副

葬品の出土がみられ，杯。蓋。広口壷

等は陶邑のTK209型式の平行期とし

て考えられ，本墳の築造時期を後述す

る土器相対により陶邑の２期終末の形

態を示すが，若干の地域差が考えられ

ることにより，７世紀初頭期として位

置づけられるものである。

３号墳は１号墳同様に全壊寸前の状

態であったが，石室床面から成人男子

（熟年）の大腿骨や歯牙と数点の椀や鋤。

悪であったが，七至床向から成人男子第55図４号墳Ａ石室羨道部

（熟年）の大腿骨や歯牙と数点の椀や鋤。鉄鍍等が検出され，石室形態は残された基底石の

配置や石室の掘り方によって竪穴式石室の要素が濃いと考えられるものである。築造時期に

ついては出土した土師器椀が少数であると共に土師器の形式的年代の特徴も少なく，今後の

調査研究に期するもので､ある。

４号墳は別表に示すように石室形態は横穴式石室であり，外部に周溝をもち，同一墳丘に

２石室を同時構築し，Ａ主体の西側面にそって小規模のＢ主体を構築したものであり，その

平面プランはＡ主体が羽子板状を示し，Ｂ主体は一見竪穴式石室の様相であるが，明らかに

長方形状プランには玄門部の区切りを行い南面に閉塞するものであり，両者とも玄門部袖の

省略化が見られ，群集墳盛期の形態に対し異り退化プランとして考えられる。石室床面施設

は第２章に記述したように基底に玉石を敷き，その上に板状の割石（20cm～30cm）を敷き，

さらにその上に玉石敷きをなす３段構成であるが，板状の割石面から規則的に耳環が検出さ

れていることによりこの面での第１次埋葬が考えられるが断言はできないもので，その上面

の玉石面からの落ち込みとして解する考え方が妥当かもしれない。ただ羨道部においては追

葬時に明らかに閉塞近くの羨道部が広げられており，その部分に築造当初と考えられる旧状

の羨道が見られることにより，これらは追葬時の築直しとして解される。また，羨道内に溝

を掘り，石を並べた排水溝が作られていることを含め，石室内の３段構成による石敷もより

排水に対して古墳作りの設計者が配慮したものと考えられる。

次に４号墳出土の須恵器は，第３章にそれぞれ形態的に数型式に分類したが，各器形とも

へラ削りは粗くシャープさが見られないものであり，高杯，平瓶，短頚壷，台付長頚壷等の

施文は，ヘラ凹線，ヘラ描き斜線文・櫛状の施文具による列点文を施す共通点が多く見られ
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た。また，この他高杯（Ｂ類）に古い要

素を受け継ぐ波状文の施文が見られた他

に，杯Ａ類，蓋Ａ類は古い器形を残して

いるが，他のものと大きく時期差がある

とは言いがたいものであり，これら一括

して陶邑の編年で言うTK217型式の相

当期として考えられ，本墳の築造時期を

７世紀の第二４半期に築造し，７世紀中

葉期までを追葬期として解するものであ

る。

６号墳の石室形態は横穴式石室である

が，その平面プランは４号墳の設計者と

同一者を思わす程類似し，４号墳と同じ

く羽子板状のプランをなし，玄門部の東

面角に大きな玄門石が縦に据えられ，こ

く羽十板状のフランをなし，玄門部の東第56図６号墳床面施設

面角に大きな玄門石が縦に据えられ，この部分から羨道にかけて絞り気味にするプランであ

る。また，石室内は奥室と前室に区画されるが，断面的には前室部より奥室部を１段（20cm）

高くし，被葬部への配慮が見られるが，羨道部から前室にかけては先述したように奥室を含

め前室より高くなるものであり，羨道部の排水施設はしないものである。なお石積みは４．

６号墳ともに横積みを基調とし，石材.は当平野の群集墳盛期の石材.に対し明らかに巨石が使

用されているもので，石室を永久強固なものにしている。

次に出土した須恵器類のほとんどが先述のように４号墳出土のものと，その手法及び施文

器形ともに同形態として当てはめられた。また，同墳周溝出土の須恵器類は石室内出土のも

のと同形態になるものであり，これら一括
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して石室外副葬として解するものである。

なお同周溝出土高杯Ｃ類の中で，石室内出

土の高杯片と一致し復原をみている。

以上のことから本墳の築造時期を４号墳

と同時期のものとして解するものであり，

さらにこれらのことにより，４．６号墳出

土の須恵器の各型式と石室形態は，当平野

における終末期の型式として解するもので

ある。

次に５号墳及び７号墳は，明らかに外部

施設とする周溝や地山整形が見られた。



弦､'必

添蕊#夢忍錨

撚 熱灘蕊驚謹蕊§

灘

鍵§灘
霞

蕊謹蕊蕊 霞鍵鍵鍵蕊

第58図８号墳検出状況第59図８号墳Ａ石室奥壁部

８号墳の石室形態は横穴式石室の両袖型式になり，特筆すべきものとして，石室内に石材

の旧状の抜き跡が検出され，これにそって奥壁部にも明らかに大きめの奥壁に比べ，その延

長部奥壁のみ小さい割石が詰め込まれており，石室が広められている形跡が認められ，古墳

の設計者による何らかの要因が考えられるものであり，後日，機会があれば当墳の尺度等に

ついて追究したい。また，当墳のＡ主体とＢ主体は同時構築であり，遺構の切り合い関係に

よりＣ主体のみ先に築造されたものである。

次に当墳からの出土須恵器は杯Ａ類，蓋Ａ類はTK209型式に平行する時期であり，当墳

の先行タイプとして考えられるが，他の器形に蓋ＢｏＤ類及び有蓋，無蓋高杯は，４号墳出

土蓋Ｃ類や同墳出土無蓋高杯Ｃ・Ｄ類等に比定され，TK217型式に至る型式が見られるこ

とにより，本墳の築造時期を７世紀前葉に築造し，７世紀中葉期までの長期間の追葬期とし

て解するものである。なお本墳出土椀類及び４号墳出土杯Ｄ類は，平安期に属する瓦器であ

り，明らかに石室内から出土していることにより，これも何らかの要因が考えられ，今後の

研究を待つものである。

最後に調査及び本書作成にあたって，厳しく直接指導下さった京都市埋文研究所調査部長

田辺昭三氏はもとより，御助言。激励下さった国立奈良文化財研究所。工楽善通室長，滋賀

大学。小笠原好彦教授及び地元考古学関係者，また，本古墳群検出の人骨については気持ち

よく調査研究下さった徳島大学・山田正典教授外，愛媛大学医学部。四宮孝昭教授，鉄器・

Ｘ線については同大放射線部。川上寿昭技師長，樋口忠志技師会々長，県立中央病院。渡部

昇氏，味口博志氏，戸梶医院長，鶴居産業株式会社等並々ならぬ御助力下さったことに感謝

申し上げます。（西尾幸則）
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２．東山鳶が森古墳群発掘調査の成果 須恵器の検討

当古墳群の発掘調査に関する成果は，すでに本書の各章で詳細に報告されているが，発掘

調査に参加した者の一人として，調査結果に対する一，二の雑感を述べておきたい。

今回発掘調査した古墳は計８基だが，このうち２．４．６．８号の各古墳から，それぞれ

相当量の須恵器が一括出土した。これらの一括須恵器は，各古墳の築造年代を推定する上で

有力な根拠を与えるものであり，その編年的位置を明らかにすることは，今回の調査におけ

る重要な課題の一つであろう。そこでまず，この点について若干の私見を披渥しておく。

２号墳は東山鳶が森古墳群中唯一の処女墳であり，主体の石室内より１６個体，墳丘上より

５個体分の須恵器が出土している。石室内には計６体分の人骨が検出されており，古墳築造

後に複数の追葬がおこなわれた可能性が強い。石室内須恵器には広口壷，横会，提瓶，有蓋

短頚壷，蓋杯の各器形を含むが，それらの型式的特徴を検討した結果，すべて同一型式内に

属するものと判断し得た。

２号墳石室内の須恵器のうち，広口壷は頚部にめぐらした３段の波状文帯や形態そのもの

に，他の器形とくらべてやや先行する型式の特徴をもっているが，先行型式の特徴が後出型

式にまで残るケースは極く一般的な現象であり，その意味で他の器形と強いて分離する必要

はないだろう。むしろ器形の組合せから考えて，他に壷形の器形が見当らないことも考え合

わせれば，これを一括須恵器群中の一つとしてよいだろう。

蓋杯は，形態上群集墳盛期のそれと大差ないが，杯身底部や杯蓋天井部の箆削りは粗く，

底部は不調整が目立つ。これは明らかに後出の手法上の特徴である。横釜は群集墳終末期の

頃に現われる形態上の特徴をもっている。以上の所見をふまえてこの一括須恵器の年代を位

置づけるとすれば，７世紀の第一４半期の製品と考えられる。大阪・陶邑古窯祉群における

須恵器編年に対応させるとすれば，１１期終末の型式に相当するものだが，群集墳の終末期の

ずれなどにもとづき，実年代については彼我に若干の差異が生じるのは当然である。なお，

２号墳墳丘上から出土した杯蓋（16）は陶邑編年のＩ期末に対応する古い型式的特徴をもっ

ており，これは石室内の須恵器とは別に考えるべきものである。また蕊（21）についても同

様である。

次に，４号墳の石室内一括出土須恵器は総計38個体あり，その内訳は蓋，有蓋短頚壷，台

付長頚瓶，平瓶，蓋杯，高杯などの各器形をふくむ。この一括須恵器中には，平安時代まで

下る杯身３個があり，これは分離して扱うべきものである。まず蓋杯だが，杯蓋（52)，杯

身（53）には陶邑編年の11期後半の型式に共通する特徴をもっており，その他の須恵器とは

型式的に先行する。５２．５３を除く他の蓋杯は，いずれも宝珠つまみ出現前の11期の形態をと

るが，杯身の底部や杯蓋天井部の調整は不十分で，箆削りの範囲は狭くかつ粗い。また杯身

（２２．２３）のうちには，明らかに宝珠つまみのつく111期の杯と共伴する形態のものもあり，
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第60図天山古墳群

その編年上の位置は陶邑Ⅲ期前半の型式に対応するものと考える。

蓋杯以外の器形では，陶邑Ⅲ期に入って初現する長頚瓶や平瓶を伴っており，高杯も倭小

化し退化傾向を示していることからも，蓋杯から得られた見解と矛盾しない。平瓶（４５．４６）

の形態は，この器形の初現型式のものよりはほぼ一型式後出の特徴をもっており，陶邑ⅡI期

前半の型式としては新しいものに属すると考える。

６号墳石室内出土の一括須恵器も，型式編年上の位置は４号墳と一致する。蓋杯，高杯な

どの形態や製作手法上の特徴は，４号墳のそれと全く共通しており，特に台付長頚瓶は同一

窯の製品と思われるほど共通点が多い。子持器台の杯部にのっている蓋杯の蓋には，宝珠つ

まみの先駆形態とみられる乳首形のつまみがつく。

６号墳周溝からも多数の須恵器が出土しているが，その大多数は石室内から出土した須恵

器と同一型式に属するものである。

８号墳石室内出土の須恵器は，器形の種類が少なく，個体数も少ないので詳しい検討は控

えるが，蓋杯を見るかぎり，２～３型式にまたがるものと思われる。概して４，６号墳の須

恵器よりは型式上先行するが，小型高杯（143.144）は陶邑Ⅲ期に対応するものであること

は間違いなく，長期間に数次にわたって追葬がおこなわれたものと推測される。

このほか，５号墳出土の嚢（151）は，口端部直下に突帯をめぐらし，また体部内面の同

心円文を消していることなどから，陶邑１期に対応するものと思われ，当古墳群出土須恵器

中では，最も古い型式に属するものであろう。

以上概述してきた諸点を整理すれば，以下の通りである。８号墳石室内出土の須恵器は，

当地方の群集墳盛期から衰退期にかけての２～３型式にわたるもので､あり，陶邑編年の11期

後半に対応する。これに次ぐ型式の須恵器が２号墳出土の一括出土品であり，次いで４，６
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号墳の須恵器が現われる。４，６号墳の一括須恵器は，量や器形の種類も豊富であり，当地

方の群集墳終末期の標識型式とすることができよう。なお，４，６号墳の須恵器は，いわゆ

る古墳時代タイプの須恵器の最終末のものであり，陶邑編年のⅢ期前半に対応するものと考

える。

当地方の須恵器については，これまでに実施された発掘調査の調査報告書などに，個別に

紹介，検討されているが，未だこれらを総括した研究は発表されていない。早急に，総括的

な研究の公表が待たれるが，ここではその研究作業を進めていく上での見通しと二，三の留

意点を簡単に述べておきたいと思う。これまで当地で発見されている須恵器の中で，最も古

い型式に属するものは，松山市福音寺町に所在する竹ノ下遺跡出土の一群であろう。これら

の須恵器はすべて単一型式ではないが，その主要なものは大阪陶邑古窯祉群中の高蔵23号窯

跡出土須恵器と，最も多くの共通点をもつ型式である。なお，同遺跡出土の把手付椀は，一

般に高蔵23型式の須恵器に先行する型式に伴うものであるが，果してこの器形が竹の下遺跡

出土の一群と同一型式に属するか否かは確定できない。竹ノ下遺跡出土須恵器と同型式のも

のは，松山市南江戸の古照遺跡からも発見されている。また，松山市桑原町所在の三島神社

古墳横穴式石室内出土須恵器中の器台脚部片は，陶邑編年のＩ期に対応するものと考えられ，

更に詳細な検討が必要である。なお，砿，蓋杯は竹ノ下遺跡の須恵器に続く型式のものと思

われるが，これも今後の検討に待ちたい。

松山市天山町所在の天山第.1号古墳出土の須恵器は，天井部と体部とが稜と沈線で明確に

区分された杯蓋，長脚一段無蓋高杯，器台，器台とセットをなす子持壷，腿などの器形をふ

くむが，全体的な観察所見からすれば，陶邑・高蔵１０型式に対応するものと考えられる。長

脚一段透し高杯は，陶邑古窯祉群の場合Ｉ期から11期への過渡期に，短期間みられるものだ

が，その他の地方ではその後の型式にまで確実に残る。この天山第１号古墳出土須恵器と，

先述の竹ノ下遺跡出土須恵器との間を埋める型式については，未だ良好な資料の発見はない

が，確実に１～２型式を設定するべきであろう。

天山第１号古墳の須恵器に後続するものとしては，東山鳶が森８号墳，かいなど２号墳の

須恵器を挙げることができるが，天山第１号古墳との間には，さらに一型式の設定が必要で

あろう。東山鳶が森８号墳に続くものは，同２号墳，松山市久万ノ台の久万ノ台１号墳，松

山市恵原町松ヶ谷古墳などから出土した一括須恵器である。このあとに東山鳶が森４．６号

墳出土の須恵器が続く。東山鳶が森８号墳の須恵器には，すでに陶邑編年のⅢ期の特徴を示

す長頚の器形を伴っており，これに実年代をあてるとすれば７世紀の第一４半期の頃と推定

できる。したがって東山鳶が森４．６号墳の須恵器は，７世紀の第二４半期あるいは７世紀

中葉におくことができよう。東山鳶が森４．６号墳が，当地の群集墳の終末段階に属するも

のとすれば，この型式の須恵器は，今後の古墳研究上に標識として大いに役立つものであろ

う 。（田辺昭三）
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３．人骨について

昭和53年10月，愛媛県松山市東石井町において発見された東山鳶が森古墳群の調査に付随

して，古墳時代後期と推定される同古墳群の２号墳より，横穴式の石室内に若干の人骨破片

が認められた。またそれ以前，昭和１１年頃，松山市上野町どんだ原で出土した箱式石棺（シ

スト）内に，１体分の女性人骨が発見された。当時の調査によれば，同古墳は５－世紀に造ら

れたものと推定されている。これら２つの古墳人骨について調査する機会を得たので，その

概要について報告する。

１．東山鳶が森２号墳人骨（Ａ体）（Ｆｉｇｌ～４参照）

発見時，本人骨の殆んどは破損しており，注意深く収骨された数十個の骨片から，１体

分の成人男子と思われる。

イ）一般所見：特に原型と保存状態のよいものを示すと，上顔部前面（Fig.１）（・同左

側面（Fig.２）。下顎左側面（Fig.３）および右大腿骨頭側部（Fig.４）､などである。

頭蓋は失われているために，頭型を知ることはできないが，上顎および頬骨はよく発達し

ており，中頭巾は7.2cm，また上部の破損から推定して，上顔高は6.1cmである(表１参照｡）

また鼻巾2.9ｃｍ・鼻長3.2cmから広鼻型と想像され，上顔示数（ウイルヒョウ）は84.7cmで

狭上顔型と推定できる。
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ロ）顎骨および歯牙所見：下顎骨（Fig.３）については関節突起は欠損しているが，筋

突起の発達は良好である。上下顎ともに，歯槽の吸収・萎縮など異常を認めない。Ｌ坐の

歯が生前に抜去または脱落した痕跡があり，その部の歯槽は治癒している。歯列は上下顎

ともに正常であって，捻転歯や転移歯はみられない。蛎蝕歯は認められない。下顎では詞

が下顎骨とともに欠失している。｜~ﾗー がＣ４の蛎歯であり，百一|の歯冠部は欠損している。

１１交合は鋤子型である。唆耗は上下顎歯ともに，エナメル質全面が点状に象牙質まで磨耗し，

栃原の分類では３段または４段に該当する。「すの萌出は認められるが，弱年成人歯と思

われる。

ハ）其の他の所見：身体的特徴としては大腿骨の発育はよく（Fig.４），右大腿骨長は

38.8cm，また右怪骨長は32.2cmで，それらから身長は150cm程度と推算できる。

なお，本人骨頬骨。上下顎骨の一部およびその周辺の土に付着した赤色顔料について若

干の金属の検出を行った。Ｈｇについては，日立501ZeemanMercuryAnalyzerを用い

て，対照の棺底の土とともに，ＨＮＯ３－ＨＣＩ抽出後測定した。Ｈｇは検出できず，その存

在は否定できた。また原子吸光法によるｃｄの検出も陰性であった。しかし，Ｆｅについて

は，１９試料中に0.17ｇ検出され，ベンガラ（Fe203）として0.249（24％）存在した。

対照上では0.0219で，はるかに少い。従って赤色顔料はベンガラと思われる。

第62図どんだ原出土人骨
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２．東山鳶が森2号墳人骨(Ｂ体）

発見時，Ａ体の東側，横穴

石室壁に近く，殆んど破損さ

れた状態で存在した。２０個以

上の骨片から１体分の成人男

子骨と推定される。

イ）一般的所見：頭骨の大部

は欠失し，僅かに８６－１１１

二且の歯牙を付随した上顎の

一部が認められた。主な残存一部が認められた。主な残存第63図どんだ原出土人骨

骨は左右の大腿骨。脹骨と足

根骨。中足骨。中手骨。指骨の一部であった。左睦骨が比較的破損が少なく，長さは32.2

cmであった。これから身長は約153cmと推定される。

ロ）上顎と歯牙の所見：Ｚ－ｌは残根状態で折損した以外は且－１１は完全に存在している。

１１１のⅡ交耗が最も著しく，栃原の５段と思われる。臼歯では-§-|が著しい。下顎が欠失

しているため，Ⅱ交型は不明である。‐且」は萌出は完全で30才程度と推定できる。

3・どんだ原古墳人骨（No.５）（Fig.５～９参照）

発見時から良好な保存状態の１体分の成人女性人骨である。

イ）頭骨所見：右頭頂部を含む頭蓋が欠失しているが（Fig.５．８），外形は充分推定で

きる。上面観では（Fig.８），頭頂部は左右相同と仮定すれば，卵円型で，頭長巾示数は

82.7であって，中頭に近い短頭に属する。側面観では（Fig.６）。ブレグマ高１０．１ｃｍ・

頭耳高10.6cn,であった。前頭部の膨隆は比較的弱く（Fig.５）。左プテリオン部に癒着

を認めない（Fis、６）。側頭鱗の発育は弱く，頭頂切痕は鈍角をなす。頬骨弓の発育はや

や弱い。外耳孔は円型に近く，小さい。後面については，外後頭結節の発育は優れず，イ

ンカ骨は存在しない｡,頭蓋底の一部に欠失があるが（Fig.７），大後頭孔は円形に近く，

大後頭孔示数は82.3に達する。前面観では（Fig.５）。上顔示数（コルマン）５２．５｡(ウ

イルヒョウ）８２ユで低型に属し，前頭縫合は見られない。眼嵩・口は丸味が強く，左上縁

は突出せず，鋭角をなして前頭部へ移行している。滑車嵩。滑車疎ははっきりしない。鼻

示数は55.3頬骨には分裂異常を認め難い。

ロ）顎骨および歯牙所見：上顎骨は完全に残っているが（Fig.５．６．７）下顎骨は右側

を欠失し，左側のみ残存していた（Ｆｉｇ９)｡上下顎ともに発達はやや弱く，歯槽突起はやや

華署である｡歯牙は7~i§且8が残存しているが‘堂_|は死後脱落,８十2も下顎骨体とと
もに欠失している｡棚歯はＬ且にC4,座にC3程度のものがみられる｡唆合面の､交耗は,

上顎では主に前歯部および左右大門歯部に，面状のエナメル質の１１交耗を認め，６１６には

8２



8３

３

（）半分より推算，示数以外の単位c、

一部点状の象牙質の露出を認める。下顎では残存歯のすべてに面状のエナメルⅡ交耗を認め

るが，Ｌ丘に点状の象牙質の露出を認める。栃原の分類によると，これらのI'交耗は０～４

段に該当する。歯列は整で，１１交合は紺子型に属するものと思われる。

ハ）其の他の所見：身体的特徴として，上下肢帯骨，および上下肢骨の残存部を通覧する

と，一般に繊弱で，左緋骨長28.3cmで，それらより推算して身長137cm程度である。歯牙を

含む全般的所見から年令は20才代と推定できる。

四宮孝昭（愛媛大学医学部教授）・＊山田正典（徳島大学医学部教授）・＊藤盛催（同徳島

大学医学部）。＊宮井正明（同〃）。＊松原博（同〃）・＊111下仲典（同〃）

表１

占墳

頚骨NO‘

性別

頬弓巾

最大上顎IlJ

rl：顔ＩＩＪ

上顔巾

鼻巾

鼻長
倉

夢鼠 Ｉ笥

鼻根巾

鼻根横弧長

ブレグマ向

頭耳高

頭長

鎖巾

鎮長巾示数

上顔示数（ゴルマン）

上顔示数（ウィルヒョウ）

鼻示数

乳突間巾

人後頭孔長

大後頭孔巾

大後頭孔示数

東'''２号墳

男

７．２

（6.1）

２．９

(3.5）

３．１

(84.7）
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